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ふ か ん

巻頭言俯瞰

私
は
、
い
ま
八
十
歳
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

更
、
祝
う
べ
き
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
最
近
、
存
在
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た

文
書
等
を
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
読
む
機
会
を
得

て
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
と
い
う
嬉
し
い
経

験
を
し
ま
し
た
。
以
下
、
い
く
つ
か
例
を
述
べ

ま
す
が
、
労
研
ら
し
く
敬
称
は
略
し
ま
す
。

１
９
１
０
年
に
生
ま
れ
た
私
の
父
・
斉
藤
一

は
、
１
９
３
５
年
に
東
大
医
学
部
を
卒
後
、
直

ち
に
大
先
輩
の
暉
峻
義
等
が
率
い
る
倉
敷
労
働

科
学
研
究
所（
以
下
、労
研
）に
入
所
し
ま
し
た
。

農
村
医
学
の
泰
斗
、
若
月
俊
一
と
大
学
同
期
で

す
。
父
は
、
労
研
一
途
に
研
究
員
、
顧
問
等
を

歴
任
し
、
２
０
１
４
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

享
年
104
歳
。

倉
敷
労
研
か
ら
祖
師
谷
労
研
へ

私
は
、
倉
敷
か
ら
世
田
谷
区
祖
師
谷
に
移
転

し
て
い
た
労
研
の
二
間
の
社
宅
で
、
斉
藤
一
と

美
知
子
を
父
母
に
、
１
９
４
４
年
に
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
東
北
地
方
で
学
生
や
教
員
生
活
を

過
ご
し
、
１
９
８
２
年
に
妻
の
治
子
等
、
家
族

と
も
ど
も
老
い
た
父
母
の
も
と
に
戻
り
ま
し

た
。
十
年
以
上
前
に
両
親
を
見
送
り
、
私
自
身

も
余
命
を
知
り
、
実
家
に
残
る
父
母
の
遺
品
を

整
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

父
・
斉
藤
一
の
遺
品
整
理

我
が
家
に
は
、
父
の
蔵
書
の
ド
イ
ツ
語
や
ラ

テ
ン
語
等
の
医
学
書
も
多
く
、
以
前
、
医
学
書

を
引
き
と
る
古
書
店
を
ネ
ッ
ト
で
探
し
、
段

ボ
ー
ル
数
箱
で
送
り
ま
し
た
が
、
活
用
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
。私
自
身
の
人
間
工
学
や
、

父
の
労
働
科
学
に
関
係
す
る
膨
大
な
書
籍
類

は
、
先
方
の
了
解
を
得
て
産
業
医
大
と
労
研
に

宛
て
、宅
配
便
十
箱
で
引
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

斉
藤
一
の
遺
品
整
理
を
し
て
い
る
な
か
で
、

私
が
感
銘
し
た
文
書
が
二
、
三
あ
り
ま
す
。
桐

原
葆
見
が
、
重
篤
な
病
に
臥
し
て
い
る
旧
友
石

川
知
福
と
の
最
後
の
別
れ
際
に
、〝
死
ん
だ
あ

と
に
の
こ
し
た
い
か
ら
（
199
頁
）〞
と
仰
臥
し

た
石
川
に
頼
ま
れ
た
遺
稿
を
ま
と
め
た
〝
随
想

（
昭
和
26
年
労
研
発
行
）〞
が
そ
の
一
つ
で
す
。

石
川
知
福
と
桐
原
葆
見
の
随
想

旧
制
松
山
中
学
出
身
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人

で
も
あ
る
石
川
知
福
は
、
桐
原
葆
見
と
倉
敷
労

研
の
同
僚
で
友
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。桐
原
は
、

随
想
の
あ
と
が
き
で
石
川
を
評
し
、〝
け
ん
虚

で
あ
っ
た
が
故
に
ゆ
た
か
で
あ
っ
た
こ
の
友
の

心
の
姿
は
、
い
つ
ま
で
も
私
に
安
ら
か
な
愉
し

い
思
い
出
で
あ
る
（
200
頁
）。〞
と
記
し
ま
し
た
。

随
想
の
巻
末
に
は
、
跋
と
し
て
義
等
が
、 〝
こ

の
小
冊
子
が
石
川
君
が
私
に
遺
し
て
く
れ
た
最

良
の
「
か
た
み
」
に
な
っ
た
（
197
頁
）〞
と
記

し
て
い
ま
す
。
暉
峻
・
石
川
・
桐
原
は
、
倉
敷

労
研
発
足
時
の
同
僚
で
し
た
。

義
等
は
こ
の
跋
で
、
義
等
ら
し
か
ら
ぬ
弱
音

を
吐
露
し
て
い
ま
す
。
曰
く
、〝
わ
が
親
愛
な

る
同
僚
は
何
故
か
労
働
科
学
と
い
う
言
葉
を
学

問
の
言
葉
と
し
て
使
っ
た
人
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
…
私
は
そ
れ
を
限
り
な
く
淋
し
く
思
ひ

つ
ヾ
け
て
来
た
の
で
あ
る
。（
196
頁
）〞。石
川
は
、

旧
制
第
七
高
等
学
校
、
東
大
医
学
部
生
理
学
教

室
、
倉
敷
労
研
と
、
義
等
の
後
を
追
っ
た
後
輩

で
し
た
。
石
川
を
追
悼
す
る
跋
の
執
筆
に
、
義

等
は
、
思
わ
ず
鎧よ
ろ
い
を
脱
い
だ
よ
う
に
私
に
は
思

え
ま
す
。

心
に
残
っ
た
他
の
一
つ
の
文
書
は
、
義
等
が

学
生
の
と
き
生
ま
れ
た
暉
峻
凌
三
が
、
義
等
の

没
後
に
著
し
た
次
の
文
書
で
す
。

暉
峻
凌
三
が
語
る
父
・
義
等
の
こ
と

父
・
暉
峻
義
等
の
こ
と
（
１
、
２
、
３
・
完
）

を
表
題
と
し
た
義
等
の
長
男
、
暉
峻
凌
三
の
別

刷
り
が
遺
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
表
紙
に
留
め
た

凌
三
の
名
刺
に
、〝
斉
藤
一
先
生
　
日
本
労
働

協
会
勤
務
の
旧
友
に
強
制
さ
れ
て
書
い
た
雑
文

で
あ
り
ま
す
が
…
。『
労
働
資
料
』（
日
本
労
働

協
会
刊
行
、68
年
３
月
〜
５
月
）複
写
　
11
／
Ｖ
、

‘68
）〞
と
凌
三
の
メ
モ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資

料
は
、
現
在
の
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の

暉
峻
義
等
さ
ん
を
葬
っ
た
総
墓
に
想
う�

斉
藤

　進

さ
い
と
う
　す
す
む

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
　

主
管
研
究
員

Ｉ
Ｅ
Ａ
国
際
人
間
工
学
連
合
フ
ェ
ロ
ー

（253 ）
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労
働
図
書
館
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

凌
三
が
遺
し
た
こ
の
資
料
で
、
在
野
の
〝
街

頭
の
学
〞
を
謳
っ
て
い
た
義
等
を
彷
彿
と
さ
せ

る
個
所
も
多
く
、以
下
、同
資
料

No. 

39
、
９
頁

の
一
部
を
抜
粋
、
転
記
し
ま
す
。

・
義
等
は
、
１
９
３
０
〜
１
９
３
１
年
ご
ろ
、

東
大
衛
生
学
教
授
の
横
手
千
代
之
助
の
後
任

に
擬
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
１
９
３
１
年
に
シ

ベ
リ
ヤ
経
由
、
陸
路
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
産

業
医
学
会
議
に
出
た
。
広
漠
た
る
原
野
を
行

く
旅
行
の
途
次
、
父
は
じ
ぶ
ん
が
官
学
教
授

な
ど
に
向
く
人
間
で
は
な
い
と
熟と
く

と
お
も
い

到
り
、
生
涯
を
労
研
と
命
運
を
偕と
も

に
す
る
こ

と
に
決
心
し
た
、
と
い
う
私
信
を
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
か
ら
家
族
に
発
し
て
い
る
。

・
父
は
官
途
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
。
…
結
果

と
し
て
太
平
洋
戦
争
に
協
力
し
、
公
職
追
放

に
遭
っ
た
。

・
遺
族
は
義
等
の
墓
を
設
け
ず
和
田
掘
本
願
寺

の
「
総
墓
」（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
に
葬
っ
た
。
経

済
的
理
由
も
あ
る
が
、
同
朋
と
の
談
合
を
愉

み
と
し
た
人
間
好
き
の
義
等
に
ふ
さ
わ
し

い
、
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
は
、
義
等
の
長
男
で
当
時
、
東
洋
大
学

哲
学
教
授
の
凌
三
が
、
父
・
義
等
に
つ
い
て
遺

し
た
文
書
か
ら
の
転
記
で
す
。
な
お
義
等
は
、

享
年
77
歳
で
、
義
等
と
人
間
と
し
て
の
親
交
が

あ
っ
た
と
自
ら
言
う
森
戸
辰
男
労
研
理
事
長

等
々
に
、
所
葬
で
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
証
書
と
医
師
免
許
証

最
後
に
、
母
が
保
管
し
て
い
た
筒
入
り
の
父

の
卒
業
証
書
と
医
師
免
許
証
に
つ
き
述
べ
ま

す
。
今
回
の
遺
品
整
理
で
、
そ
の
存
在
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
父
は
、
自
分
は
医
者
で
は
な

く
研
究
者
だ
と
、
割
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
お

ぼ
ろ
げ
で
す
が
、
私
に
は
、
父
が
軍
医
だ
っ
た

太
平
洋
戦
争
か
ら
労
研
内
の
我
が
家
に
復
員
し

て
き
た
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
員
後
、

父
か
ら
戦
争
で
の
体
験
や
医
者
で
あ
る
こ
と

を
、
私
は
ひ
と
言
も
聞
い
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
者
は
食
い
は
ぐ
れ
が
な
い
と
、
母
か
ら

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
研

社
宅
で
肉
な
ど
め
っ
た
に
み
な
い
貧
乏
生
活
の

我
が
家
で
は
、
母
の
食
い
は
ぐ
れ
が
な
い
と
い

う
の
は
、ま
っ
た
く
迫
力
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

魚
屋
さ
ん
や
大
相
撲
力
士
に
憧
れ
て
い
た
幼
い

私
に
と
り
、
医
者
は
食
え
な
い
代
表
的
な
職
業

で
し
た
。

今
回
、
初
見
し
た
斉
藤
一
の
卒
業
証
書
と
医

師
免
許
証
を
並
べ
て
み
て
、
不
思
議
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
証
書
に
は
、
斉
藤 

一
　
東
京
帝
国
大

学
医
学
部
規
程
ニ
依
リ
医
学
科
ノ
学
士
試
験
ニ

合
格
シ
タ
リ
仍
テ
之
ヲ
証
ス
　
昭
和
十
年
三
月

三
十
一
日

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
長
従
三
位
勲
二
等
医

学
博
士
医
学
士 

永
井 

潜
、
及
び
同
大
学
総
長

正
四
位
勲
二
等
医
学
博
士
医
学
士 

長
與 

又
郎

の
角
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
医
師
免
許
証
は
、
千
葉
県 

斉
藤 

一

に
宛
て
、
昭
和
十
二
年
八
月
十
八
日
付
で
、　

角
印
が
押
さ
れ
た
内
務
大
臣 

馬
場 

鍈
一
、
内

務
省
衛
生
局
長 

狭
間 

茂
の
前
に
あ
る
本
文
が

次
で
す
（
写
真
）。

昭
和
十
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
於

テ
受
領
シ
タ
ル
医
学
科
卒
業
証
書
ヲ
審
査
シ
明

治
三
十
九
年
法
律
第
四
十
七
号
医
師
法
ニ
依
リ

医
師
タ
ル
コ
ト
ヲ
免
許
ス
仍
テ
此
ノ
証
ヲ
授
与

ス
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
文

で
は
、証
書
の
漢
字
は
新
字
体
で
記
し
ま
し
た
。

私
が
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
、
内
務
省
が
、

東
京
帝
大
の
卒
業
証
書
を
審
査
し
、
医
師
免
許

を
与
え
て
い
る
と
い
う
文
面
で
す
。
医
学
教
育

と
医
師
資
格
付
与
制
度
は
、
幾
多
の
歴
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, p.337-346, 2010

）。
昭
和
十
年
代
と

い
う
軍
人
・
官
僚
国
家
の
時
代
故
で
し
ょ
う
か
。

官
学
が
対
等
で
は
な
い
関
係
は
、
医
学
部
長
や

学
長
等
、
東
京
帝
大
の
教
育
者
が
、
位
階
勲
等

を
誇
ら
し
げ
に
並
べ
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
に

も
思
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を
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、
改
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て
義
等
に
敬
服

し
た
次
第
で
す
。

▲医師免許証
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6 労働の科学　79巻５号　2024年

労研との出会い

私が労研を初めて知ったのは昭和30年の
ことです。その年の３月に東京教育大学農村
経済学科を卒業，専攻科に進もうと決めてい
たのでぶらぶらしていました。そんな頃，「農
村調査論」担当の龍野四郎先生から「労働科学
研究所の大橋一雄さんに山形の酒田での農村
調査に同行してくれる若い人を紹介してほし
いと頼まれているが，君が行ってくれないか」
という電話が入りました。暇を持て余してい
たので電話のあった翌日，世田谷の祖師谷に
あった労研の農業労働研究室に大橋さんを訪
ねました。大橋さんと一緒に行くはずであっ
た遠藤幸男さんが肋膜で倒れたため，龍野先
生に相談したとのことでした。農村調査の内
容を尋ねると，調査票を使って，山形県の北
平田村（現在の酒田市中部）で「東北農民にお
ける早老の研究」を実施するとのことでした。
労研が３年前から農林省（現・農林水産省）

の委託でそのような研究を実施していること
は新聞で読んで知っていました。１年目が秋
田県の横手郊外，２年目が岡山県の可知村，
そして３年目が有数の穀倉地帯である庄内平
野，山形の酒田で実施することになり，それ
がちょうど昭和30年に当たったわけです。
研究の方法というのは，北平田村の500戸

を超える農家の一軒一軒に家族構成や経営状
態などを調べていくというものでした。私と
大橋さんは夜行列車に揺られて北平田村を目
指しました。当時北平田村には10ほどの集落
があり，集落ごとに区長がいました。また，山
形県の場合は農家実行組合というものが各集
落にあったことから，区長と組合長に役場に
集まってもらい，調査票の配布をお願いしま
した。回収は私と大橋さんが行い，その際記
入の間違いなどを点検させてもらうこともお
願いしました。今ならプライバシーの問題で
実施不可能な調査のやり方でしたが，この頃
は区長や組合長は自分の集落の農家について
は，まるで自分の家のことのように熟知して
いましたから，私たちが各農家を訪ねる前に
彼らが調査票の内容を点検してくれました。
例えば，２町歩の農地面積を持つ農家の家
族構成を見ることで，当時の労働過程の技術
力から判断すれば，その家での必要な労働力
というものが分かりました。１反歩（10アール）
の田んぼを耕すのに大体20人の手間がかか
りますから，20人が１日10時間働くとする
と１反歩の田んぼをやるのに200時間要する
ことになります。ある家では父ちゃんと母ち
ゃんが主となって働き，爺ちゃんと婆ちゃん
が手伝う程度，子どもはまだ小さいというよ
うな家族構成であれば，２町歩耕作するのに
必要な労働力から逆算すれば臨時雇いをどれ

「聞き書き」から労研の歴史を紐解く

思い出すままに

井上　和衛

◇私 ◇と ◇労 ◇研

いのうえ　かずえ
大原記念労働科学研究所　元研究部長

特集：労研を支えた人たちの群像（その２）
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だけ入れなければならないかということまで
明らかになりました。
調査票の回収は大橋さんと手分けして回り
ましたが，１人が回収できるのが１日で１，
２集落がやっとでした。３月でしたから農閑
期でみなさん家にいましたから（当時はまだ出
稼ぎもありませんでした），50軒ほどの調査票を
点検させてもらいました。結局10日ほど泊
まり込んだでしょうか。車もないのですべて
が歩いての調査でした。これが私と労研の出
会いです。

東北農民における早老の研究

私が大学で学んだ農村調査実習とはけた違
いの規模で行われたのが，労研の「東北農民
における早老の研究」でした。私と大橋さん
が500軒をつぶさに調べた調査票を年齢別，
就業形態別，男女別に台帳に整理し，そのう
えで健康診断の招集を掛けました。私たちは
まず下調べをしたわけですが，本番の時には
労研の生理学や生化学の人たちがみんな北平
田村に入りました。生理学の高松さんは尿を
集めて分析し，生化学の人たちは採血してヘ
モグロビンの濃度を測るようなことを行いま
した。それらの結果から，一人ひとりの農民
について，実際の年齢と生理的年齢にどれく
らい差があるのか解明しようというわけで
す。また，都会に暮らす人と農村で暮らす人
を比べた場合，50歳を過ぎると10歳近い差が
出ることが分かりました。比較材料となった
のは前年調査を実施した岡山県可知村のデー
タでした。
なぜ，可知村が調査の対象になったかとい
うと，日本の農業において最初に機械化が図
られた地域だったからです。戦前から耕転機
を導入した可知村の農業労働と東北の労働を
比べた場合どれくらいの差が出るかというこ
とで比較調査を行いました。全国の農村を歩
いている大橋さんが入念に基礎調査を行った

後，生理学や生化学の人たちが現場に入って
さまざまな調査を行うというのが労研の「東
北農民における早老の研究」でした。昭和28
年から３年計画で着手して，集大成が北平田
村だったわけですが，その基礎調査を私が手
伝うことになったのも不思議な縁を感じます。

大橋さんが投じた一石

当時大橋さんは40代の初めでした。私は
22歳の春のことです。２人で何日も寝食を
共にするわけですからいろんな話をしまし
た。帰る日が近づいたころ，大橋さんから「せ
っかく調査を一緒に行ったのだから集計を手
伝ってくれないか」と声をかけられました。
専攻科へ進むことになっていた私は丁重にお
断りしましたが，大橋さんは週に１，２回で
いいから，とか，労研での経験は将来きっと
役に立つからなどとあきらめません。私も専
攻科ですから毎日行く必要はないと思い直
し，ついに折れてお手伝いすることを約束し
ました。
調査から戻って私は専攻科へ進学しました
が，４月から週に１，２回労研に通うことに
なりました。主な仕事は私と大橋さんが実施
した基礎調査の集計でした。一応その作業に
目途がつき大学に戻りました。
その年の夏，大橋さんたちが本番の調査か
ら戻ってくると，それについての集計などを
手伝ってほしいと電話が入り，また手伝うよ
うになりました。そうこうしているうちに北
平田村で別の調査を行うので同行してほしい
と大橋さんに依頼されました。
大橋さんは東北農民における早老の調査を
行う中で，60キロ（米一俵）を担ぐ労働は労
働科学的にとんでもないことだと考えていま
した。人間の重量物の運搬は自身の体重の半
分くらいまでが限界だと。なぜワラで編んだ
俵にする必要があるのかというのが大橋さん
の主張でした。
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その頃，北平田村の農家が仮に３町歩の田
んぼを作ったとすると，当時は一反歩で10
俵の米が収穫できましたから，約300俵とい
うことになります。その分の俵を冬の間に作
っておくわけですが，俵を編むのは女性の仕
事で，火の気のない土間での手作業でした。
労研の久保田重孝さんも冬の間の厳しい藁
仕事は神経痛を起こしても仕方がないと指摘
しました。大橋さんが俵をやめた方がよいと
考えたのにはもう一つ理由がありました。俵
を編み終えると，食糧庁の職員がやってきて
一つずつ検査をし，はんこを押していきまし
た。検査を通った俵に60キロの米を入れ終
わると，今度は「さし米」です。これはサン
プルをとって品質検査をするのですが，どう
しても米がこぼれてしまう。そのため本来
60キロを入れればよい俵にさし米分を上乗
せしなければなりませんでした。「江戸時代
であるまいし，60キロぴったりでいいじゃ
ないか」というのが大橋さんの主張でした。
また，はんこを押してもらいたいから検査
員に袖の下を渡すというようなこともあり，
俵というのは一つもよいことがないのだから
俵を廃止して紙パルプの袋にしようと大橋さ
んは提案しました。しかしこの主張は農家か
らは簡単には受け入れられませんでした。と
いうのも，米代金に加えて俵代も収入になる
のに，どうして袋を買わなければいけないの
かと反発されました。「大橋は農家の副業を
奪い，大手の製紙業者を潤わそうとする独占
資本主義の手先だ」などという乱暴な声も聞
こえてきました。これを主張したのが全農の
前身である全販連（全国販売農業協同組合連合
会），全購連（全国購買農業協同組合連合会）で
した。大橋さんはそのような声にどう対応し
たかというと，「農林統計調査」という月刊
誌に持論の連載を始めました。紙パルプ業界
はこの連載を歓迎しました。
俵をめぐるこのような流れの中で，食糧庁
から実際俵を作るのにどれほどの労力が必要

か調査してほしいとの依頼があり，それで私
がその調査に加わることになったのです。ま
た，米の生産地から消費地までの過程でどれ
ほど労力がかかるか，あるいはどれくらいの
米がこぼれ落ちるかというような調査も行い
ました。農協の倉庫や貨車への積み込み，東
京・深川の倉庫などに出かけストップウオッ
チ持参で調査したものです。
結論を急げば，現在は30キロの紙袋か麻
袋が主流となっているわけですから，労研の
仕事がいかに時代の先を見通していたかとい
う証だと私は思っています。まさに革命的な
仕事でした。

労研に入所

調査活動やその後の統計の仕事はだんだん
楽しくなってきましたが，労研に入るつもり
はありませんでした。大橋さんを見ていると
大変だなあという思いもありましたし，ちゃ
んと食べていけるかどうか不安もありました
から。ただ仕事はやりがいがあるので専攻科
に通いながらアルバイトは続けていました。
当時，私がアルバイトに通っていた農業労
働研究室の隣に労働心理専門の太田垣瑞一郎
さんがいました。太田垣さんの叔父さんは，
関西電力の初代社長となった太田垣士郎さん
であったことから，太田垣さんを通じて関西
電力から委託の仕事が労研に出されていまし
た。労研では労働心理の太田垣さんや労働生
理の斉藤さん，生化学がチームを組んで関西
電力の労働者のための調査をやっていまし
た。心理は若いスタッフばかりでタイムスタ
ディを行っていましたが，その要員が不足し
ていました。心理と農業は隣り合わせていた
ので太田垣さんが大橋さんの所へよく顔を出
しており，そこで私を見つけて「その若いの
をぜひタイムスタディ要員に貸してほしい」
と声をかけられました。大橋さんからも「君，
労働科学の基礎はタイムスタディだよ」とく
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どかれて関西電力に出向くことになりまし
た。私は旅行が好きだったので「関西に行け
るからいいか」という軽い気持ちで引き受け
ました。
当時，関西電力では送電線の管理作業の労
働負担の大きさが問題になっていました。そ
のため送電線の作業の人たちのタイムスタデ
ィをやることになりました。送電線の次は配
電でした。その頃貧困層に向けた電気代の定
額料金制というのがありました。西成地区辺
りではメーターではなく１ヵ月が決まった電
気代となっていましたが，それでも払えない
人たちがいました。払えないとどうなるかと
いうと電気が切られます。その切る作業にい
く人たちのタイムスタディを取るように言わ
れました。現場では「明日払いますから切ら
ないでください」などといったやり取りがあ
るのですが，そのタイムスタディというのは
正直つらいことで，今でも忘れることができ
ません。
関西電力の調査は10日ほどかかったでし
ょうか。夜ともなればスタッフといろいろな
話をするのですが，あるとき斉藤一さん（当
時は労働生化学の第一研究室主任）から「君は普
段何をやっているのか」と聞かれ，農学部の
学生であることや大橋さんとの関係などを答
えました。すると斉藤先生は「それでこれか
ら何をやりたいのか」と尋ねるので私は農村
の勉強や調査をやりたいと述べました。「じ
ゃあ，労研へいらっしゃい」と斉藤先生。今
思えば私も生意気盛りだったので「でも先生，
労研で食べていけますか」と逆に聞きました。
すると斉藤先生は「僕を見なさい。ちゃんと
家族を養っているよ」とおっしゃいました。
私もずいぶん無礼な質問をしたものです。
関西電力の調査から戻っても週に１，２回

アルバイトの身分で労研に出かけていました。
そのうち２年間の専攻科を終え，さあどう
しようかというときに，農業労働研究室の職
員２人が退職するというできごとがありまし

た。その頃の農業労働研究室の主任は楠さん
でしたが，勝木新次所長から総務部長になる
ようにいわれて，事務室に下りることになり
ました。そのため農業労働研究室は大橋さん
と遠藤さんの２人の所員のみになってしまい
ました。そこで新たに人を採用することにな
り，大学の先生から今がチャンスだと勧めら
れ，私は履歴書を提出しました。結局採用さ
れますが，これには後日談があります。この
頃，労研はまだ部長制ではなく主任制で，主
任の中にも幹事会というのがあってここで人
事を決めていました。勝木所長は農業部門で
の人員補充は考えていなかったそうですが幹
事会のメンバーであった斎藤さんが私のこと
を強く押してくれたと楠さんから聞きまし
た。おかげで昭和32年にアルバイトから正
式な入所が決まり，私は斉藤さんには足を向
けて寝られません。以上が労研に入るまでの
私の長い物語です。

農村の研究調査に携わる日々

私が「東北農民の早老の調査」に関わった
のはもう最後の方ですが，この研究調査は，
農業労働の専門家はもちろん労働生理，労働
心理，労働生化学の分野が一致団結して共同
で調査研究に関わったからこそ実現した，ま
さに労研でなければできない仕事でした。同
じ時期の労研の仕事としては経済学の藤本武
さんを中心とした「最低生活費の研究」があ
ります。これは当時の厚生省の委託で行った
研究ですが，その背景には厚生省が戦後の生
活保護費の水準を決めるための科学的根拠を
必要としたということがあります。それで経
済学の藤本さんを先頭に労研の自然科学部門
を総動員して調査を行いました。この研究は
その後，労働組合の賃金要求につながってい
きました。当時は，労働組合は強かったです
から，この最低生活費のデータをもとに，最
低の生活ができる賃金を要求しました。その
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一つがマーケート・バスケット方式という考
え方でした。この研究も労研だからできたと
言えるでしょう。
もう一つ触れておきたいのは若月俊一さん
のことです。若月さんは長野県佐久市にある
佐久総合病院を育て，農村医療を確立した医
師ですが，労研の早老の研究に早くから注目
していました。実は若月さんは農民医科大学
構想という壮大な考えを持っていたのです
が，これは結局挫折します。若月さんは佐久
に研究所を作るときにやはり農民の労働の調
査が必要だと思い，労研にタイムスタディの
手法など教えてほしいと労研にやってきたこ
とがあります。生理の森岡さんから農業労働
研究室に話があって生理の若い人たちと私が
佐久へ行ってタイムスタディのやり方などを
教えました。１週間ぐらい泊まり込んだでし
ょうか。毎晩若月さんにごちそうしてもらっ
たものです。
私が労研に入った頃，世の中は高度成長時
代に向かっていきました。それまでは農業は
人力・畜力・手労働が基本でしたが昭和35
年頃から機械化が進みます。農業の近代化に
伴って新たに生まれてきた問題が機械による
事故の発生でした。昭和40年代に入ると耕
転機の事故が続出しました。また，この頃は
農薬の規制がなかったので農薬の事故も多発
しました。ただ，農薬はその後規制ができて
少しずつ改善されていきます。しかし，機械
による事故は増え続けたため，農水省と農業
団体の委託で２通りの農業機械に関する調査
を行いました。私が参加したこの調査は，農
業機械の研究調査として労研が初めて手掛け
たものでした。
昭和40年代は，農村がというか農業そのも
のが大きな変革を遂げた時代です。だから機
械化の問題をはじめ農村環境など新しい問題
に取り組まざるを得なくなりました。最も技
術革新が進んだのは畜産の中でも養鶏でし
た。私が大橋さんと農村調査に出かけていた

ころは庭に鶏が何羽もウロチョロしていたも
のですが，40年代に入るとみんなゲージに入
れられてしまいました。そして何万羽も飼育
する農家が現れてきました。養豚もそうです。
かつては副業的に５，６頭豚を飼っていた状
況から１千頭飼育する農家も出てきました。
鶏や豚の飼育の数が圧倒的に増えると，何
が起こるか。それはずばり，農村の環境破壊で
す。つまり，糞尿処理がうまくいかない。例え
ば豚の排泄量は人間の10倍といわれていま
す。それが垂れ流し状態になれば即環境破壊
につながります。そこで農村の実態調査が必
要になって労研に調査委託が相次ぎました。
全国農協中央会からも畜産公害の実態を調
べてほしいと委託が来ました。それで全国各
地を飛び回ったものです。
1970年の大阪万博のとき，私と栗田は大
阪の畜産公害の調査で大阪の吹田にいまし
た。確か四国で調査を終え，大阪まで流れて
きたのだと記憶しています。
調査を委託した全中の若い者も同行してい
ました。余談になりますが，調査中に日曜日を
はさんだので私以外の若者は万博見物に行き
ました（結局会場の前まで行って帰ってきたようで
すが）。私は労研にいた世古口さんが芦屋に住
んでいたので会いに行った記憶があります。
畜産公害の調査をする中でその結果を雑文
に書きまくっていましたが，それを読んだ神
奈川県庁から問い合わせが来たことがありま
す。神奈川は全国で最初に都市化が進んだと
ころですから，都市化に伴う畜産公害の問題
が顕著になっており，県内の畜産公害の現象
形態をまとめてほしいとのことでした。
県内をくまなく歩きましたが，相模原での
調査は忘れることができません。相模原に三
菱キャタピラの建設予定地がありましたが長
年放置されていたためネズミが繁殖して困る
という付近の農民から訴えがありました。加
えて相模原では原野火災が多く，消防車が間
に合わないというようなこともありました。
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また，都市化の過程の中で道路が増設され，
その道路に付けられた蛍光灯がほうれん草の
生育に影響を及ぼすなどありとあらゆる問題
が山積していました。それを一つずつ調査し
て県に報告しました。その結果，相模原では
全国でいち早く，地権者が買った土地をその
まま放置しておいたら罰金を取られるといっ
た内容の「草刈り条例」が出されることにな
りました。面白いもので，地権者に代わって
草を刈る商売も生まれました。確かスカイラ
イト社という名前の業者だったと思います。
ともかくこの時代の労研は歴史に残るもの
であり，そこに携われたことは幸せなことだ
ったと思います。

暉峻義等という人

これは正史に残すかどうかは分かりません
が，労研が生き延びてきたことを財政的に分
析したものがないのは問題だと思います。草
創期には大原孫三郎さんの力で財政的な心配
はなかったけれど東京へ移ってからは大変で
した。当時の倉敷紡績の重役たちは労研のこ
とは大原さんの道楽だと思っていたことでし
ょう。東京へ移ったのは学問的な展開を目指
すという目的があったものの，実際は倉敷紡
績と手を切って，つまり手切れ金をもらって
の出発でした。この後，初代所長・暉峻義等
の奮闘が始まります。暉峻さんはこの頃すっ
かり著名人になっていましたから財界からお
金を集めてきました。有難かったのは，初代
所長は研究者にはお金の話を一切しなかった
ことです。
一つエピソードをお話ししますと，1971
年，労研が東京・世田谷から川崎に移転して
間もない頃，佐久病院の若月俊一院長に労研
で講演をしてもらうことになって，すでに若
月さんと佐久の調査を通じて顔見知りであっ
た私が川崎の労研まで案内するよう当時の斉
藤一所長から指示されました。高橋勘七さん

の運転で上野へ迎えに行き，精養軒で食事を
しましたが，その際に若月さんから聞いた話
を今でも覚えています。
若月さんが語るには，「実は自分も大学を

出た後は倉敷の労研へ入るつもりであった。
斉藤さんとは同期であったが事情があって自
分は卒業が遅れたので，労研に入れてもらお
うと本郷の旅館へ暉峻さんを訪ねていった。
するとそこで暉峻さんは当時の陸軍の財部大
将と話し込んでいた。漏れ聞こえてくる話で
は陸軍から労研に仕事がもらえないかという
ような内容で，私はとんでもないことだと思
い，若気の至りからその場を失礼した」との
ことでした。
暉峻初代所長をめぐっての評価はさまざま
ですが，とにかくみんなを食べさせていかな
くてはならないから必死だったと思います。
若月さんもそのことは後から理解されまし
た。昭和17年の戦時体制下で大日本産業報
国会労働科学研究所となったことも，当時と
しては苦肉の策であり，それでなければ労研
の火は消えていたと。戦後産業報国会になっ
たことを批判する人たちもいましたが，決し
て暉峻初代所長を一面的に見てはいけないこ
とを若月さんから教えられました。お二人と
も亡くなられた今だからできる話です。
初代所長・暉峻義等はヒューマニストで，
思想・信条で人を差別することなく，有能な
人物と思えば，戦前・戦中に自由主義及び左
翼思想の人物でも所員として採用しました。
例えば西口克己（直木賞候補作家・政治家）は
労研所員であったし，また，風早八十二（社
会政策学者・弁護士・旧九州帝大教授）を社会科
学部長に招請しますが，彼はすぐに憲兵に引
っ張られていきました。その後憲兵が労研や
暉峻初代所長の自宅までやってきて風早さん
に給料を出さないよう忠告しますが，暉峻初
代所長は巌として聞き入れなかったと，家で
そのやり取りを聞いていた息子の衆三さんが
後に語っています。
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斉藤一所長時代のこと

昭和37年に斉藤一さんが労研の所長に就
任しました。私が正式に入所して２年が経っ
た頃です。斉藤さんの前の勝木所長はいわゆ
るインテリ文化人で，政財界に頭を下げて資
金を集めるようなことはできない人でした
が，斉藤さんは違いました。政財界にも積極
的に付き合ってお金を集めてきました。その
結果文部省からの補助金がどんどん増えると
いうようなことになり，それを近くで見続け
たのが農業労働研究室の遠藤幸男さんでし
た。遠藤さんは新所長の補佐をするよう言わ
れ，研究室を出て事務にいくことになりまし
た。うがった見方をすれば自然科学の研究員
を潰すわけにはいかないから農業労働研究室
に白羽の矢が立ったのだと思っています。斉
藤さんが偉かったのは，事務の仕事をさせな
がらもちゃんと遠藤さんに研究者としての仕
事をさせたことです。斉藤さんが取ってきた
小さな委託の仕事を遠藤さんにさせていまし
た。森岡さんなどはそのことを批判していま
したが，私は，斉藤所長は立派だったと思っ
ています。
斉藤所長になってから賃金も上がり，公務
員並みに近づいていきました。確かに高度成
長期に入ったということもありますが，暉峻
流に政財界に頭を下げた結果でした。
その頃，労研は独立採算制をとっていまし
たが，維持会の創設から大きく変わっていき
ます。委託とは直接関係なく労研でファンド
として経常費を出していこうという維持会戦
略と先に述べた文部省の助成金の増加が完全
独立採算制をはずす根拠となりました。

労研の台所事情

暉峻初代所長というカリスマ性のある人が
いなくなって，とにかく自前でお金を作って

いくことになり，いろんな対策が取られまし
た。一つは昭和26年に海上労働研究室を作
ったことです。これは旧海軍の中にあった研
究所を労研に持ち込んだもので，その研究所
の関係者には本林富士郎，大島正光，沼尻幸
吉といった方々がいました。
また，社会科学では藤本武さんの人脈で仕
事がくるようになりました。藤本さんは旧制
三高から東大に進みますが，旧制高校で同じ
寮にいた人がその後農水省で出世して食糧庁
の要職にあったことから，食糧庁から定期的
に仕事がきました。
話はちょっとさかのぼりますが，農業労働
研究室の大橋さんは昭和16年に労研に入り
ますが，２年ほどしてもっと調査をやりたい
ということでいったん労研を退職します。そ
して中央農政機関の帝国農会に移りますが，
そのとき指導をしてもらったのが近藤さんと
いう東大教授でした。戦後農水省が統計調査
部を発足させて日本における農村の調査のた
めに近藤さんを嘱託として農水省に招きま
す。その縁で帝国農会にいた人は大橋さんを
はじめほとんどの人が統計調査部に移り，こ
こで農村の統計調査の基礎を作りました。
しかし，世の中が大きく動いて，統計調査
部にいた人たちがレッドパージで追放される
ことになり，その中に大橋さんもいました。
当時の統計調査部長から勧められ大橋さんは
労研に戻ることになりました。戻るにあたっ
てちゃんと予算を付けてもらったそうで，ど
ういうわけか農業労働研究室にはお金が集ま
っていました。一時は７，８人の研究員がい
たと聞いています。とにかく目まぐるしくい
ろいろなことが移り変わる時代でした。
労研のそれぞれの部門が委託を取るなど努
力をして完全独立採算制を目指しますが，そ
れでは仕事が取れない時はどうやって研究を
維持していくのかということが問題となり，
そこで維持会構想が生まれました。
私が入所した頃は各研究室に委託の割り当
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てがありました。それをちゃんとやらないと
欠員が出ても人員が補充できないというよう
な状況でした。斉藤所長は労研の財政につい
て３分の１は文部省の補助金で賄うこと，ま
た３分の１を委託や出版事業で補うことと
し，残りの３分の１が維持会だとしました。
文部省の助成金は大きかったです。何に使っ
てもよいのだから人件費にも反映できまし
た。当時民間研究所の連絡会というものがあ
ってこれが文部省との窓口となるのですが，
その後助成金をもらうのが労研を含め３つだ
けになってしまいました。これが目立つこと
になって批判もあり，結果としては打ち切ら
れます。これによって労研の基礎が崩れてい
くことにつながったわけです。

維持会のこと

昭和26年に発足した維持会の基礎を作っ
たのは高木尚一さんだと思っています。高木
さんは心情的には右寄りの人で，労研が大日
本産業報国会の傘下に入ったときに労研にき
た人です。東大の法学部を卒業，同窓生はみ
んな政財界の顔役となっていたことから，労
研の維持会員となって力を貸してくれる人を
集めることに力を発揮しました。神道だった
ので暉峻初代所長に勧められ神社の研究をし
て後に本も出しています。
維持会の事務局長は高木さんがやっていま
したが，自分の後継者として東大法学部の後
輩だった野沢浩さんを維持会に引っ張ってき
ました。ところが野沢さんは学者肌でしたか
らお金集めは得意ではありませんでした。数
年で大学へ転職してしまいました。ある意味
高木さんのミスキャストでした。高木さんの
ことを，労働科学のことも知らないでお祭り
の寄付を集めるような話をしていると悪口を
いう人もいましたが，これはとんでもない話
です。じゃあ労働科学に精通した人間がお金
を集められるかといったら，そんなことでき

ないのですから。高木さんは政財界を本当に
こまめに歩いていました。
野沢さんの後に維持会を担当したのは鎌田
さんでした。鎌田さんはもともと倉敷の人で，
岡山県の農業労働調査所で斉藤さんたちが調
査研究していた頃助手として手伝っており，
東京に移るときに一緒に上京した人です。顔
が広かった高木さんが集めてきた人たちの中
には，高木さんの退職に伴って維持会をやめ
る人もいましたから，鎌田さんは苦労したこ
とと思います。鎌田さんの後は遠藤さんが引
き継ぎました。しかし，維持会の仕事は正直
なところ研究者には向きません。遠藤さんの
次に私にお鉢が回ってくるような気配があり
ましたが，その頃，私は兼任講師をしていた
明大から専任教員としての就任要請があり，
残念でしたが，1979年４月に明治大農学部
に転職することにしました。

労研人脈裏話

来るものは拒まないという暉峻初代所長の
考え方から，当時の労研には右から左までさ
まざまな人がいましたが，みんな仲が良かっ
たです。海上労研の本林さんには「本林艦隊」
などとあだ名がついて，志を同じくする人が
集まったものです。本林さんは人のよいとこ
ろがあって，いろいろな企業にも顔がききま
したから企業の野球部と労研にあった野球部
の草野球の試合を決めてくるのです。私も動
員されました。本林さんの息子さんは学生の
頃農業労働研究室でアルバイトをしていたこ
とがあり，草野球試合の際は当方のピッチャ
ーでした。
これも面白い話なのですが，１年間を通し
タイムスタディを取るという調査がありまし
た。田んぼの中に電柱が立っていることがあ
りますが，電力会社はちゃんと地権料を払っ
ています。ところが農民組合の方から電線が
あることで雀が止まり，その雀によってコメ
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に被害が出るから電気事業連合会に架線補償
というものを求めてきました。また，電柱が
あることで田植えに手間がかかることもちゃ
んと補償してほしいというのが農民組合の言
い分でした。大阪での出来事ですが，電柱が
あることで余計にかかる労力の計測などこれ
まで例がないので，困った電気事業連合会は
京都大学に相談しました。すると京都大学で
はテニスコートを田んぼに見立て模擬労働で
労力を計算しようとしたのです。これには電
気事業連合会もあきれ果て，ついに東大へ行
きます。東大ではその頃は武蔵大学に移って
いた統計の大家である近藤教授を紹介されま
すが，近藤さんは労研の大橋の所へ行けと言
ったそうです。それで労研の農業労働研究室
にその仕事が回ってきました。
引き受けたもののどうすれば科学的に実証
できるかみんなで考えましたが，土地基盤整
備が終わった正規の田んぼで，１年を通した

タイムスタディを取ることにしました。それ
からはまず田んぼ探しです。遠出はできない
ので近郊を手分けして回りました。その結果，
埼玉県越谷市の土地改良区の田んぼに模擬の
電柱を立てさせてもらうことになりました。
電柱にもいろんなタイプがあるということ
でそれらの条件をすべて満たして１年間タイ
ムスタディを取ることになりました。電気事
業連合会は金に糸目はつけないというので要
員を大動員しましたが，その中に，当時早稲
田の学生であった本林さんの息子さんがいた
わけです。
タイムスタディの結果をもって電気事業連
合会は農民組合に交渉したとのことでした。
「現場で困っていることは何でもやります」
がうたい文句の労研だからこそやれたことだ
と語り草になりました。昭和33年頃のこと
ですが，今も鮮明に覚えています。
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桜美林大学内 3階

 

  大好評発売中

｢ストレスチェック制度｣で大注目！
確かめられた有効性

メンタルヘルス不調を予防する新しいアプローチ
「職場ドック」の効果的な仕組みとすすめ方

 頁カラー

図書コード  ISBN 978-4-89760-330-8  C 3047

産業現場に広く普及しつつある職場ドックは、メ
ンタルヘルスのための職場検討会をもつ手順を職
場ごとに行いやすくした、新しいかたちの参加型
改善活動です。すぐできる問題解決をめざす、ポ
ジティブな視点が、職場ドック方式の進展を支え
ています。自主的な職場改善活動をすすめる、効
果的な方法として注目されています。

産業現場に広く普及しつつある職場ドックは、メ

 

TEL：03-6447-1435（事業部）
FAX：03-6447-1436
HP：http://www.isl.or.jp/

〒151-0051
渋谷区千駄ヶ谷1-1-12
桜美林大学内3F
TEL：03-6447-1435
FAX ：03-6447-1436
HP：http://www.isl.or.jp/ 

1,200

４

1,320 円（税込み）
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労研との出会い

労研のことは，拙著「ほこりとともに50年」
の中で詳しく述べていますが，私と労研の出
会いは労研に勤めていた友人が退職する際，
研究室主任の三浦豊彦先生から代わりの人を
探すように言われ，その友人が私を推薦して
くれたことに始まります。1948（昭和23）年
５月１日，暉峻義等先生から辞令を拝命しま
した。
当時の労研の組織は労働生理・心理学研究
部が第一研究室で，労働衛生研究部が第二研
究室，社会科学研究部が第三研究室というよ
うに分かれていました。私はその中の第二研
究室に入ることになりました。この研究室は
作業環境問題に取り組み，温度・湿度・騒音・
粉じんなどの職場環境調査・実験・研究が主
な仕事でした。
私は労研に入った頃すぐに，当時流行して
いた気胸になったため，労研に同居していた
井上房江先生には大変お世話になりました。
それまでは何ともなかったのですが，入所と
同じくして体調を壊し，ずいぶん迷惑をかけ
てしまいました。井上先生はその後川崎保健
所へ移られ，代議士の河崎なつ先生の成城の
お宅で，河崎さんの面倒をずっと見られた方
です。

何度かレントゲンをとって，もう大丈夫だ
ろうというときに携わったのが高温実験でし
た。電気ストーブで温度45度，湿度50％ほ
どに設定した部屋に「ふんどし」一丁で入り，
45分間じっとして，直腸で体温を測り，脈
拍を心電図で測定するという実験ですが，あ
るときなど熱さに耐えかね，意識不明に陥っ
たこともありました。この頃の貴重なデータ
は今も残っていると思います。
その後，石油を輸入するためのバーレーン
高炉での交替制をどうするかということで，
２名の船員に実験者となってもらい，熱い部
屋と冷たい部屋を作りました。熱い方は電気
ストーブを焚けばよいのですが，冷たい方は
祖師谷の氷屋に頼んで氷を届けてもらい冷や
しました。いわば手動の人工気候室です。そ
れぞれの部屋に何分か滞在してもらって，体
温や直腸温，皮膚温などを測り，適正な作業
時間，あるいは必要な休憩時間というものを
導き出しました。作業途中にどれくらいの休
憩時間を取り入れた方がよいのか，当時の『労
働科学』にも発表しました。
忘れられないのが，1954年に起きた第五
福竜丸を契機とした放射線物質に対する調査
研究です。国の委員会が求めたのは，汚染し
やすい物質はどういうものか，除染はどのよ
うにやればよいのかといった研究でしたが，
どこも引き受け手がなく，うちの研究室主任

「聞き書き」から労研の歴史を紐解く

つれづれなるままに思い出すこと

木村　菊二

◇私 ◇と ◇労 ◇研

きむら　きくじ
大原記念労働科学研究所　元副所長

特集：労研を支えた人たちの群像（その２）

（267 ）



16 労働の科学　79巻５号　2024年

特集：労研を支えた人たちの群像（その２）

であった三浦先生が受けてきました。
早速，放射線測定のための器具を一式研究
室に設置し，特別に部屋も作ってもらいまし
た。日本医科大学から２名の医師がやってき
て，その手伝いを私がすることになりました。

当時のメンバーの思い出など　

私より２年遅れて入所したのが森岡三生さ
んです。また，航海訓練所の荒稲蔵さんとい
う方も何年間か第二研究室におられたと記憶
しています。この人は確か原子力船「むつ」
の初代船長で，労研の海上労働研究室に入ら
れました。荒さんは英語が堪能であったため，
当時３階の研究室にいた荒さんを訪ねて，英
語を教わったものです。
研究室主任の三浦先生は1940年頃に労研
に入所したとき，靴の実験をするように暉峻
義等先生から言われたそうで，労働衛生学の
立場から，作業現場で使用されている履物に
科学的検討を加え，改良のための実験を試み
ていました。委託先である神戸の明石ゴムと
いう会社からたくさんの長靴や靴が送られて
きました。私が入った頃はその延長で「はき
もの」の研究が続いていました。当時私は新
宿高校（旧東京府立第六中学校）に通っていま
したので，研究を手伝うのは夜になります。
研究室には橘さんという方がおられましたが
半年ほどで聖路加病院に移られたと思いま
す。
靴の実験では，足の下に圧力計を入れて，
どういうときに圧がかかるのかということも
やりました。データ写真の現像も自分たちで
やりましたが，現像液には酢酸が入っている
ので，真っ暗な部屋で作業をしていると気分
が悪くなったものです。いつだったか，確か
メーデーから帰ってきた日のことだったと思
いますが，たまたま風邪をひいていたからか，
酢酸の臭いに咳が収まらなかったこともあり
ました。三浦先生の奥様から，歌手の藤山一

郎さんの声帯を手術したという名医を紹介し
て頂いて事なきを得ました。
靴の実験はゴムの会社が廃業したことで終
了しました。

粉じんとともに

作業環境調査では，1960年頃までは労研
式塵埃計が使われていました。これは1935
年に発表されたもので，三浦先生からはこの
塵埃計による採じんの方法や計数方法まで丁
寧に教えて頂きました。粉じんとは粉のよう
に気体中に浮遊する塵状の個体の粒子で，薄
い板（デッキグラス）上に採取した粉じんを顕
微鏡で観察しました。一番上の面は空気に浮
かせるようにして，二番目の面の粉じんを計
数するのですが，とにかくコンマ１ミリとい
う世界ですから，その細い線がなかなか見え
てこないのです。光をあてて暗視野観察でよ
うやく粉じんの粒子を見つけることができた
ときは本当に嬉しかったです。それが，粉じ
ん研究との出会いでした。
労研式塵埃計は，デッキグラスをきれいに
処理しなければならないため，クロム硫酸で
洗ってからよく拭いて，一枚一枚をきれいな
シャーレに入れていきます。サンプルはスラ
イドグラスにネームを張り付けなければなら
ず，作業環境調査にいくときはその下準備に
時間がかかりました。調査から戻っても顕微
鏡による計数に膨大な時間がかかるため，も
う少し簡単に測定できないかと検討して，新
たに「労研濾紙塵埃計」を考案しました。各
種工場の粉じん作業現場を10年間で数百ヵ
所回りましたが，労研濾紙塵埃計によって準
備も後の処理も便利になりました。
また，研究室と中庭で30分ごとに採じん
し，その差を比較する実験もしました。粉じ
んの値は夜明けとともに上がっていくので，
地球の自転と関係するのかと思っていたら，
原因は大気汚染でした。その頃はまだ「かま
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ど」でご飯を炊いていた家庭も多かったから
そういうこととも関係していたのだと思いま
す。
創立40周年を記念して電子顕微鏡が設置
されたことで研究は一層進みました。普通の
顕微鏡では分からなかった個体の粒子を見る
ことができ，例えば一般の粉じんは空間率の
高い粒子で，鋳物工場などの粉じんは中がび
っしり詰まっているのが分かりました。この
頃から粉じんの受限度を示すのに，それまで
の個数を計数する方法から重量法に変わりま
した。
話が前後しますが，1952年頃のことだっ
たでしょうか。富山にある鉄工所に労研式塵
埃計をもって調査に出かけたことがありま
す。数十メートルもあるクレーンの上まで私
がとことこ上っていくのを見て三浦先生は大
変心配されたそうです。私自身は高い所が平
気で何ということはなかったのですが，これ
がきっかけになって労研の主任会議で労災保
険に加入することが決定されたとのことでし
た。
やはり1952年頃のことですが，斉藤一先
生が静岡の清水の工場で泊まり込んで尿の検
査をしていた頃，埃の検査をしてくれと頼ま
れて出かけたことがあります。やはり，同じ
頃，斉藤先生が秋田で石油掘削の調査をされ
ていた際，埃を測りに来てほしいといわれて
夜行列車で行ったことがあります。朝，秋田
へ着いたら大雪の中を斉藤先生が駅まで迎え
に来てくださってびっくりしたことを覚えて
います。斉藤先生とは東北パルプという会社
にも同行しましたが，どこへ行かれても先生
は腰が低く，丁寧にあいさつされて，私たち
の仕事がスムーズにいくようにアレンジして
くださいました。
ちょっと変わった思い出では大運動会とい
うのがあります。1957年から２年続けてや
ったかと覚えています。パン食い競争や二人
三脚など，まだ50代だった大島先生や久保

田先生等も元気に参加されていました。私は
写真班担当で，ずいぶん写真を撮りました。
写真はすべて処理してしまいましたが，少し
前にフイルムが出てきました。

煙草と石綿（アスベスト）

煙草の煙についても計測しました。今では
すっかり禁煙が主流となっていますが，
1970年代初頭は喫煙者が大手を振っていた
時代で，ある事業所で測ったら所長室が一番
高かったというようなこともありました。喫
煙者の方が多かった時代ですから，会議室や
事務室などの空気中に占める煙草の煙の割合
について根拠を明確にした方がよいだろう
と，労研分光式濾紙塵埃計を開発しました。
これは，一般大気中の粉じんは黒色に見える
のに対し，たばこの煙は茶褐色に見えるとい
う色の違いを利用して空気中の煙草の煙を計
測しようというものでした。
1945年にはビル管理法が制定されました。
正式名称は「建築物における衛生的環境の確
保に関する法律」で，東京都は独自に「ビル
衛生管理法」と略していました。この法律に
従って，ビル管理技術者と一緒に立ち入り検
査などを行いました。
1976年のことでしたが，新橋のビルで計
測することになり，これをＮＨＫが取材に来
るというので待っていたのですが，なかなか
やってこない。後から分かったことですが，
ロッキード事件に世間が震撼となったとき
で，煙草の煙の実験どころではないというこ
とでした。今となっては懐かしい思い出です。
私が開発した分光式濾紙塵埃計は，斬新な
ものだということで日本とアメリカとイギリ
スに特許を申請しましたが，イギリスとアメ
リカで特許を取りました。労研が若手に研究
費を出してくれましたので，当時日本橋近く
の布団屋の２階に間借りしていた日本光学に
通って研究を進めたことも忘れられません。
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一方，石綿についてですが，最近一応の決
着を見た大阪のアスベスト訴訟というのが
1960年くらいから起こりましたが，当時は
あまり注目されませんでした。1965年には
粉じんの許容濃度が出されますが，これはい
わゆる普通の粉じんに対する勧告にすぎませ
んでした。それが1968年にイギリスでアス
ベストの許容基準が出されたため，それに見
習って日本でも産業衛生学会の許容濃度委員
会で石綿粉じんに対する許容濃度の検討が始
まったのです。私もその委員会の末席に名を
連ねていたのですが，産業衛生学会の坂部先
生から「木村君，原案を作ってくれないか」
といわれ，私が石綿粉じんの測定法の原案を
作ることになりました。
そのためにはイギリスの文献が必要なので
すが，労研にはなかったことから，昭和大学
医学部より本を借り受け，原文をコピーして
薬品を揃え，基準の原案をつくりました。

防じんマスクの話

計測については一応の結果を示せたので，
次は保護具に力を入れることになりました。
当時，労働省には研究所がなかったので労研
の中に労働省労働衛生保護具検定室を創立，
1950年には防じんマスクの検定規格を出し
ました。そこには，できるだけ視野を障害し
ないものであるとかなるべく軽いものなどと
いうことを書き加えていきました。それから
８年間は労研で検定を行いました。防じんマ
スクは呼吸が苦しくなることが敬遠される理
由になるので，数種類の通気抵抗の異なるマ
スクを用いて，労働強度を変えて実験を行い
ました。それらの実験が規格を制定する際の
基礎資料となりました。
アメリカなど外国では原子力との関連で防
じんマスクは何よりも密着性が優先されまし
たが，日本では現場で簡単に密着できるもの
をということで研究を進めました。その結果

開発されたのが労研式マスクフィッティング
テスターです。これは顔面とマスクとの間に
隙間があればそこからマスクの中に粉じんが
侵入することから，マスクの外側と内側の粉
じん濃度を測定して，その比から粉じんのマ
スク内への漏れ率を求める測定器でした。一
緒に開発した柴田化学の先代の社長は外国で
売れると見込んでアメリカに売り込みに行き
ますがさっぱり売れませんでした。なにしろ
一台150万円もするのですから。日本でも10
台くらい普及しましたが，会社に置いておく
と年末に税務署がやってきて課税するという
ようなことがあり，なかなか陽の目を見ませ
んでした。
しかし，私は粘りに粘って，密着テストだ
けをするために機械も小さくして価格も下げ
て開発を進めました。それが今のMT-03型に
つながっています。現在，MT-03型は，労働
衛生現場での粉じんばく露防止や医療現場で
の空気・飛まつ感染防止対策に活躍していま
す。

専門性を超えて

塵埃の計測が必要なところにはどこへでも
出かけていきました。北海道や九州には飛行
機で行かせてもらいました。できるだけ同じ
人が同じ手法で日にちを空けずに計測すると
いうのが労研方式でした。労研はその頃，各
専門部が互いに協力して調査・研究を進めて
いました。独立採算制ということも影響して
いたのかと思います。藤本先生の「最低生活
費の研究」などは労研が総力をあげて取り組
んだ調査・研究です。ただ私は埃が専門でし
たから深く関わることはありませんでした
が。
労研の基本といいますか，精神とでも言い
ますか，例えば「測る」ということ一つとっ
ても，測ることで差をつけるのではなく，よ
い方向に直していくことが目的でした。会社
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によっては，「とにかく数値さえ出してくれ
れば，あとは会社の労使という土俵でやりま
す」などと言われたものです。
当時，労研は独立採算性を取ってはいまし
たが，給料はどの部門も同じでした。ただ，
お金が残ったら器材などに設備投資ができる
ということでした。
藤本先生の研究室は，「最低生活費の研究」
を手掛けた頃はあまり予算がなかったので，
藤本先生は大変お茶好きだったにもかかわら
ず，朝１回お茶の葉を新しくしたら，後は夕
方まで一度も変えないなどという話も聞こえ
てきました。そのくらい節約していたという
ことです。一番潤沢だったのは，久保田先生
の病理部門だったと記憶しています。

暉峻義等という人

私は1948年５月１日に暉峻先生から辞令
を頂いたことはすでにお話ししました。先生
はとにかく厳格な方という一言に尽きます。
入所して３年くらい経った頃，組合主催で所
内の展覧会が開催されたことがあります。所
員の絵や書を展示したのですが，暉峻先生も
「理想とその実現」と書かれた色紙を２枚出
品されました。先生が本当に素晴らしい字を
書かれることは誰もが認めるところです。私
が入所した1948年の12月に先生は所長を退
任されましたから，私は，暉峻所長に面接し
て頂いた最後の方の人間かもしれません。面
接の際も，あまり多くは話されず「勉強しろ
よ」とおっしゃっただけですが，その言葉は
ずっと心に残っています。
暉峻先生は所長を退任されてからも国際的
に活躍されました。1956年には「第１回ア
ジア産業保健会議」というものが開催されま
すが，これは暉峻先生の提唱によるものです。
第１回の会議は日本で開かれることになり，
各国からのお客様が労研を訪れてくれました
が，その接待など，暉峻先生はおひとりで仕

切っておられました。
私たちの研究室でも塵埃の測定器や生体寒
暖計などを展示して外国のお客様に見ていた
だきました。なかなか資金集めが大変だった
ようで，先生はご自宅を抵当にお金を借りら
れたと聞いています。
これも後に人から聞いた話ですが，大島先
生が組合の委員長として暉峻先生に所長の辞
職を迫ったことがあったそうです。暉峻先生
の厳格な一面が，時として強引に見えたのか
もしれません。
暉峻先生は1941年10月に労研が大日本産
業報国会に統合されたとき，勤労局長という
要職に就き，広報関係の仕事も一手に引き受
けておられたようです。その一方で，共産党
の活動家をかくまったりもしていました。実
に度量の広い方でした。

国を動かした人々

暉峻義等先生が1948年12月に退任される
と翌年の２月，勝木新次先生がバトンを引き
継ぎ，２年ほど後，桐原葆見先生が所長に就
任しました。暉峻所長を剛の人とするなら，
桐原所長は柔の人というか，お坊さんだった
こともあり，とても温厚で丁寧な方でした。
所長の部屋に大原さんの肖像画が掛かってい
たので私がそれを撮影したのですが，できあ
がった写真に「撮影・木村菊二」と丁寧に記
してくれたことは忘れられません。
それにしても，戦前から戦後すぐにかけて，
労研には国を動かす人たちが集まっていたと
いう感があります。60年安保を影で動かし
たといわれる大日本製糖社長の藤山愛一郎先
生は労研の維持委員会の委員長を務めてくだ
さったことがあります。
また，「廓」という小説で一躍名を馳せた

作家の西口克己も，戦前10年近く労研に在
籍したと聞いていますし，社会大衆党の代議
士三輪寿壮や共産党の徳田球一などが労研の
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講堂で講演会を開いたなどという記録も残っ
ています。右から左まで多士済々の顔ぶれが
労研に集まっていました。そういうこともき
ちんと記録に残しておくべきだと私は思いま
す。

父のような人

最後に三浦豊彦先生のことをお話します。
私にとっては親父のような存在でした。ご自

分の子どもさんよりも面倒を見て頂いたので
はないかと心から感謝しています。
新宿高校から研究室に戻ってくると，その
日の宿題を手伝ってくれました。国語の問題
などは先生自らが辞書をめくって丁寧に教え
てくださったものです。数学はお手の物でし
たから対数計算や相関係数など，先生から教
わると実によく分かりました。
素晴らしい上司に巡り合うことができまし
た。

〒151-0051
渋谷区千駄ヶ谷 1-1-12
桜美林大学内 3F
TEL：03-6447-1435
FAX ：03-6447-1436
HP：http://www.isl.or.jp/ 

1,320 円（税込み）
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話をはじめる前に，ひとこと申し上げてお
きたいのですが，例えば労研の100年を記念
して何か記念誌を作るというようなことがあ
るかもしれません。そのときは，これまで労
研で労働科学の道を突き詰めてきたさまざま
な方々のエピソードにぜひ触れていただきた
いと思います。
司馬遷の「史記」が長い時代を経て読み継
がれてきたのは，列伝に魅力があるからでし
ょう。ありがちな周年史ではなく読み物とし
ての面白さを狙っていただきたいものです。
さて，そういう意味で，私が知っている労
研の先輩や同期の人たちの人となりを思い出
すままにお話ししたいと思います。
私は1961（昭和36）年に入所しました。そ
の頃の労研は，私と同年配の人たちの中には
いわゆる左翼的な運動を中心に動いておられ
る人もいました。労研が，研究と運動の違い
をどのようにわきまえてきたかということを
きちんと分析しておくことは，これからの労
研を考えていくうえでとても重要だと私は思
います。
そこでまず思い出すのは桐原葆見先生と狩
野広之先生のことです。私が入所して最初の
仕事は，桐原先生が展開されていた青少年に

関する国の調査でした。
桐原先生も狩野先生も研究プロパーでし
た。その研究も一つの思想に傾斜したもので
はなく，独自の研究領域で持論を展開してい
った方々です。実験生理心理学という基礎の
上に立ちながら，誰かの意見に同調すること
は決してなかったです。桐原先生の書物に何
度も出てくることですが，机上で考えた理論
を労働現場というか企業で証明するために調
査に行くというのは間違っているとはっきり
おっしゃっています。そうではなくて，先に
労働現場に問題があって，その問題を突き詰
めていくのが我々の仕事だと。これが桐原先
生の現場主義です。
桐原先生が労働省の労働関係の部長をやっ
ていた頃書かれた本に「女子勤労」というの
があります。実はこの本に対しては批判の本
も出されました。批判をした人は労研にいた
ことがある女性です。批判の対象になったの
は書物に対してというより新聞インタビュー
で桐原先生が「結婚までは否定しないけれど
子どもを産まないようにしなさい」と答えた
ことでした。これはどういうことかというと，
戦争中の話ですから，農家の青年もみんな戦
争に取られることになって，親たちは結婚も
しないでかわいそうだからと見合いで駆け込
み結婚というものをさせました。その結果男
たちは戦地へ赴き，残された女性は子どもを

「聞き書き」から労研の歴史を紐解く

学びあった懐かしい日々

越河　六郎

◇私 ◇と ◇労 ◇研

こすごう　ろくろう
大原記念労働科学研究所　元副所長

特集：労研を支えた人たちの群像（その２）
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産み，農業を夫の分まで頑張ることが求めら
れました。そのうち夫の戦死広報が届くと，
例えば夫に弟がいたらその人と結婚させられ
るというようなことが実際にありました。「継
ぎ縁」したら，実は広報が間違って届けられ，
後から本人が帰還したというような悲惨な例
がたくさんありました。戦争の犠牲者は弾に
当たって亡くなった人たちだけではないので
す。農家で駆け込み婚をしたために，男にと
っても女にとっても不幸な出来事がいくつも
生まれました。
「子どもを産まないようにしなさい」とい
う発言は，乱暴かもしれませんが，時代背景
をきちんと分析した桐原先生の心の底からの
言葉であったと私は思います。
残念ながら，桐原さんを批判した女性はそ
のことをまったくわかっていません。私はこ
の批判に対し，「女子勤労の時代的背景」と
いう短い論文を書きました。桐原先生を弁護
するつもりはなかったのですが，物事を考え
るときには常に時代背景ということをきちん
と見極めなければならないということだけは
はっきり言っておきたかったのです。
桐原先生は物議を醸した『女子勤労』を燃
やしてしまうように私に命じました。時代背
景というものをきちんと理解すれば，先生の
発言は間違っているとは思えませんし，燃や
さなければならない書物とは到底思えません
でした。結局，私は燃やさず，こっそり手元
に置きました。
戦争ということでお話しますと，昭和７年
生まれの私は，いっぱしの軍国少年でした。
予科練で飛行機に乗り，敵の飛行機に体当た
りしてお国のために死ぬのだと本気で思って
いました。小学校のとき，乗員養成の試験を
受けたのですが，その頃は今と違って小柄で
あったため不合格でした。終戦を迎えたのは
中学１年でしたが，玉音放送を聞いたときは
子ども心にも異様な思いをしたものです。
ちょっと話がそれますが，私が桐原先生の

現場主義についてどれほど理解していたかと
いうと実はよく把握していなかったように思
います。かつて誰かが現場主義ということを
研究会で発表したりすると「現場，現場とい
うけれど私たちはどれだけ現場のことを把握
しているのだろうか」などとフロアから厳し
く発言したものです。簡単に同調しないで批
判しあうことの大切さを教えてくれたのも労
研でした。
桐原先生からは多くのことを学ばせていた
だきましたが，正直なところ，それが実感と
して分かったのは60歳を過ぎてからです。
ある時，狩野先生が「越河君もやっと分かっ
てきたようだね」といわれたことを西岡昭さ
んから聞いたことがあります。
これはどういうことかというと，私が厚生
省の仕事で「精神薄弱者の作業特性」という
研究を進め，その報告書の中で「精神薄弱者
の人たちは動作レベルの仕事はできるが，作
業レベルの仕事ということになると相当距離
がある」と書いたことがあります。狩野先生
は多分このことを指摘されたのでしょう。そ
れまで動作分析ということはやってきました
が，作業分析をやってこなかった私が，作業
特性という観点から研究を進めたことについ
て「やっと分かってきたね」というおほめの
言葉だったのだと思います。

思い出す人々

桐原先生のお弟子さんで労研から仙台に来
ていた樋口伸吾という助教授は口が悪いので
有名だった人ですが，この樋口さんでさえ，
桐原先生，太田垣瑞一郎先生，鈴木達也先生
については一切批判めいたことを言ったこと
がありません。樋口さんはエピソードの多い
人で，いろいろ論じ合っていて次第に激高し
てくると相手にお茶を掛けるような場面に私
も出くわしたことがあります。私はその頃助
手の身で，樋口先生も，相手の先生もよく知
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っていましたが，「いいかげんにしてくださ
い」と声を荒げたことを今も覚えています。
お茶を掛けるような行為は論外ですが，た
だ，しっかり批判しあうことはとても大切だ
と私は考えています。お互いに考えているこ
とを率直にぶつけあってより良い方向を模索
していくことが，とりわけ労働科学の研究に
は必要だと思いますが，そういう意味で最近
の労研はどうかということを申し上げておき
たいと思います。
私の所には論文の抜き刷りなどもあまり届
きません。きっと私がすぐ批判するからなの
でしょうが，批判を恐れては前に進まないと
私は考えています。
樋口さんにはいろいろ思い出があります。
あるときバーで一緒に飲んでいて，私が「労
研に入りたい」と話したら，即座に「君は無
理だよ」といわれました。私は発達心理学を
専攻していましたが，実験心理学プロパーで，
ほとんど東大卒の集団である労研は無理だと
いうことだったのでしょうか。桐原先生の本
を読んで労研に憧れた私でしたが，即座に「無
理だよ」といわれてしまいました。それでも
樋口さんは，農家の出身である私に，労研の
農業研究室の遠藤幸男さんと懇意にしている
が，遠藤さんはとてもいい方だから，ここな
らなんとかなるかもしれないなどと後押しし
てくれました。いきさつは後述しますが，
1961年，私は憧れの労研に入所が叶いまし
た。
私が労研に入ったと同じ頃に京都大学に移
られ，その後は非常勤として職務評価の仕事
をされていたのが伊吹山太郎先生です。労研
では社会心理学の主任をされており，私は先
生の工場見学などに同行させてもらいまし
た。２人で常磐炭鉱に潜らせてもらったこと
もあります。この頃の常磐炭鉱は「カッペ採
炭法」でした。これは穴を掘って，岩盤が崩
れないように「カッペ」という支えの柱を立
てていく工法です。何しろ50度くらいの温

泉が沸いているほどですから，坑内はとても
熱かったことを今でも覚えています。伊吹山
先生も桐原先生同様現場をとても大切にされ
た方で，私も先生の近くで多くのことを教え
ていただきました。私の論文も読んでくれま
したが，先生からも自分の書いたものを読ん
でくれと言われました。当時，論文が「労働
科学」に掲載されると，抜き刷りを配って研
究会を行いました。フォーマルな全体研究会
もありましたが，当時は研究室ごとに助手も
含めた全員が集まってみんなで学びあいまし
たが，その雰囲気が私はとても好きでした。
この頃は自分の所の研究会だけでなく，外
部の小規模な研究会にも，先生方が連れて行
ってくれました。文字通り研究漬けの日々を
過ごさせてもらえたことは幸せでした。

狩野広之先生の助け舟

桐原先生には信奉者がたくさんいました。
青山大学の教授をされていた瀬川さんもその
一人で，確か労研の近くに住んでいてよく桐
原先生の所へ来ていました。先生が不在のと
きは，小田急線に面した桐原先生の部屋の前
で最敬礼して帰っていったものです。
労働組合の人もよく出入りしていました。
先生は女性の生理について学位論文を書かれ
ていますが，ある大きな労組の人が生理休暇
の制度化について相談に来たことがありま
す。先生は「生理不順の人は休めばよいが，
それを法律化するのはなかなか難しい」と答
え，その人が帰ると「指導というか教育が必
要だなあ」といわれたことを覚えています。
これはどういうことかというと，当時の組合
が闘争の局面だけを展開していたことへの批
判であったのでしょう。生理休暇というよう
な問題をただ闘争の道具にするのではなく，
その問題の本質を見極めることを指導・教育
する必要があると考えられたのだと思いま
す。
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当時，労研は労働者の味方を旗印としてき
ましたが，ただ同調するのではなく，そこに
科学的な成果を見出していくために教育が必
要であると桐原先生は指摘されました。
話が前後しますが，桐原先生が教育に興味
をもっておられたことが，発達心理学を学ん
でいた私が労研に入れる道を切り開いてくだ
さったことになるのです。
樋口先生に「君は無理だ」といわれても労
研に入りたい気持ちはますます強くなるばか
りでした。幸いなことに，桐原先生が教育心
理学に興味をもっておられたので「労研に来
て勉強すればいいよ」と声をかけていただき
ました。そして桐原先生がご自身でポストを
空けてくださって，やっと私がエントリーす
ることができました。当時労研に入るという
ことは大変なことでしたから，若いがゆえに
粋がっていたのでしょうか，給料の安さは気
になりませんでした。確か給料は12,000円
で，8,000円を下宿代として支払うといくら
も残りません。給料日の２，３日前になると
会計の所へ行って給料を前借りしたもので
す。のどかな時代でした。
前述したように私が労研に入って最初の仕
事は桐原先生の調査のお手伝いでした。これ
は当時労働力不足を補うために集団就職でや
ってきた子どもたちに関する調査で，桐原先
生の質問票を使って調査した結果を私がまと
めさせてもらいました。私は宮城県北部の農
村地帯からやってきた子どもたちの追っかけ
調査をやりました。中でも一人の男の子を追
っかけまわして報告書を書きました。その中
で私は「仕事への適応」ということに関し，「生
活の中心が変化する子どもたちにとっては仕
事を覚える前に都市生活に順応する手立てが
必要である」と述べました。それは生活のコ
ア，すなわち「コアオブライフが変化するこ
と」に着目することだとまとめました。
桐原先生は私の調査報告書を読んで渋い顔
をされましたが幸いなことにボツにはされま

せんでした。研究室で研究会を開いたとき，
桐原先生はやはり渋い顔をされていました
が，そのとき助け船を出してくださったのが，
狩野先生でした。狩野先生は「コアオブライ
フが変化する」という言葉を「君，この一言
で十分だよ。立派なものだよ」とサポートし
てくださいました。
狩野先生の思い出はたくさんあります。
1968年に狩野先生が「精神薄弱者の職業適
性」という本を上梓されました。その後私が
厚労省の委託を受け，精神薄弱児の施設や授
産所を回り，実際に行われている職業訓練な
どについて調査し，３本の論文を「労働科学」
で３号に分けて発表しました。総合研究でし
たが，１本目は私一人の意見をまとめ，２本
目と３本目はほかの人の意見を取り入れまし
た。１本目を読んだ狩野先生から「面白い」
と丁寧なお手紙をいただき，気をよくしてそ
の後も抜き刷りを送ったら，それらについて
はケチョンケチョンに叱られました。これが
狩野先生のいいところだと私は思いました。

知能検査の開発の仕事

どういう研究であったかというと，1970
年に入ったばかりの頃だったでしょうか。確
か３月末だったと思いますが，長野県の精神
薄弱者の施設で２，３日泊まり込んで，ジャ
ガイモ畑の草取りの仕事を見るというもので
した。草取りは普段は指導員がやっていると
のことでしたが，様子を見ていますと，一ヵ
所から動かないで一生懸命草を取る人，あち
こち動き回る人さまざまでした。刈った草は
一ヵ所に集められるのですが，草の土を払っ
てから持っていく人，刈ったままの人，実に
さまざまでした。
よく見てみると，ジャガイモの芽が出始め
ていましたが，さすがに芽を摘んでしまうよ
うな人はいません。ただ，農家ならば種芋の
うえに乗っかった大きな土を柔らかくしてジ
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ャガイモの芽が出やすいようにしてあげるの
ですが，それを望むのは無理でした。そうい
う観点から作業分析を行った報告が１本目の
論文でした。
これは，私が実際ジャガイモ畑で作業をし
た経験があったから見えてきたことです。私
は農業をやるつもりで農学校を出ていますか
ら農業体験は豊富にありました。私が桐原先
生に「農業なら任せてください」というと，「農
業経験があるというのは単なる農作業経験だ
けではなく，農業経営，すなわち生活体験が
あってはじめて農業経験があるというのだ
よ」と言われました。では，どうすれば生活
体験ができるかという話になって，私は現場
でいろいろな仕事を丁寧によく観察すること
だと思いました。だからこそジャガイモ畑で
種芋の上の土の塊に気づくことができたので
す。
現場に触れるときはその仕事の経験がある
とものがとてもよく見えると桐原先生はおっ
しゃっていました。これこそ現場主義でした。
さて，雑草の処理の仕方でも分かるように，
同じ精神薄弱者でも一言ではくくれません。
狩野先生の「精神薄弱者の職業適性」によれ
ばIQ50なら農業ができると書いてあります
が，IQ50なら立派なものだと思います。言
葉は悪いですが今どきの大学生でもそれくら
いの人がいます。

IQ80がボーダーラインだといわれますが，
私が慶應大学で知能検査を行ったときIQ80
の人が出てきました。知能検査とは不思議な
ものでそれまでの試験などではIQが120以上
はあるとされるのに，いざ知能検査をやって
みると分布が崩れるということがありまし
た。
桐原先生も狩野先生も知能検査を相当開発
されています。ある時，クラボウの藤田会長
から，その頃リクルートがやっていたテスト
でお金を儲けることを労研でもやってみない
かと声かけられたことがあります。それは管

理職者の昇給，昇任させる研修システムを作
ったらどうかという提案でした。これは相当
難しいことなのですが，それまでの労研の知
能検査開発の成果があるので，私などはやれ
と言われたらやるつもりでしたが，結果的に
は実現しませんでした。
リクルートの社長が私の後輩だったので，
労研の代わりにリクルートが取り組んではど
うかと持ちかけましたが，新入制度ならとも
かく，それは労研さんでなければできないこ
とだとやんわり断られました。その頃の体制
として，適性検査を直接やっていた人が誰も
いなかったので，無理な相談だったのでしょ
うが，せっかくクラボウからお話があったの
にもったいないことでした。

森清さんとともに

私が労研に入所したときはポストが２つ空
いていたため森清善行さんと一緒でした。森
清さんは大柄な私を「大男，総身に知恵が回
り兼ね」などとからかうものですから，私も
負けずに「小男は知恵があってもしれたもの」
とやり返していました。この人は本当に好人
物でした。後に海上労研の大橋さんと船の調
査で良い仕事をしています。
私が調査・研究してきたのは「生活時間」

で，仙台にいるときからやっていました。こ
れは何のためにやっていたかというと，子ど
もの教育的環境のインデックスに使えるので
はないかと考えたからです。労研も昔からず
っと「生活時間」について調査・研究を続け
ており，こちらは労働条件の一つのインデッ
クスとしてきたわけです。私も労働環境の改
善になると思い研究を続けていましたが，心
理学プロパーではないということで，西岡さ
んからは「越河君のやっていることは心理学
ではない」と指摘されたこともあります。
私が労研の副所長になったときに労研に来
られた鈴木達也先生から「労働負担という言
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特集：労研を支えた人たちの群像（その２）

葉を使わないで研究しなさい」といわれまし
た。その時はどういう意味かよく分かりませ
んでしたが，言葉だけを先走りさせないで研
究を勧めなさいということだったのだと思い
ます。
言葉という点では狩野先生も同じことを書
かれています。「ホーソン実験の話」という
一文で「モチベーションだとかモラルなどと
いう言葉を簡単に使うな」と。ホーソン実験
とは社会心理学の古典のようなフィールド研
究で，休憩や労働時間の長さよりも人間関係
が生産性に影響するという見解です。
狩野先生はホーソン実験について分析し批
判されていますが，結局，人間関係が良いと
か悪いとかいうことが大切なのではなく，人
間関係の良し悪しを何で決めるかということ
が重要であるということです。例えばアンケ
ートで「会社に忠誠をつくしますか」という
問いに「尽くします」と答えたら，モラルが
高いとするようなことは意味がないというこ
とです。
私は社会心理学が悪いとは思いませんが，
即，労働科学にもってくる研究は安易だぞと
いうのが正直な気持ちです。

斉藤一先生のこと

斉藤先生のお話を少しさせてください。桐
原先生と狩野先生，そして斉藤先生のお三方
が一緒に話をされている雰囲気は本当に素晴
らしかったです。互いに先輩，後輩であった
わけですが一緒に研究を進めてきた仲間とい
う，なんとも言えない良い雰囲気にあふれて
いました。みんなにも見せてあげたかったと
思います。
私が労研に入った年の翌年に所長選挙があ
りました。1962年８月の勝木新次所長の退
任に伴い，斉藤先生が立候補されました。当
時の選挙の方法は，今と違って，１回目は全
員で行い，もう一度学術会議の選挙権を持っ

た研究員だけが投票できるというものでし
た。私も森清さんも一介の研究生でしたが，
研究員という形でちゃんと文部省から承認さ
れて投票できることになりました。
桐原先生の人間的な面という意味でのエピ
ソードを一つお話しします。斉藤先生の対抗
馬は三浦豊彦先生でしたが，廊下で桐原先生
に出会ったとき「斉藤さんに入れてくれよ」
とおっしゃるのです。日頃から絶対そういう
ことをいう人ではなかったので，私はとても
驚きました。ちょっとイメージとは違ったの
ですが，後から考えてみると，やはり桐原先
生は現場というか現実をしっかり見ておられ
たのだと思いました。三浦先生が良いとか悪
いとかいうことではなく，三浦先生が実験的
な研究者ではなかったこと，つまり評論的と
いうか文献的な方向におられた方でしたか
ら，やはり生化学の実験を大切にしていきた
いという意味あいから廊下での言葉になった
のでしょう。

おわりに

桐原先生は絵が堪能な方でした。先生から
色紙をプレゼントされた人はたくさんいま
す。私も，箱根で開かれたに若手の研修会に
参加したとき，朝一緒に見た風景を色紙に描
いてもらいました。森清さんはアジの干物の
絵をもらいました。これはアジを見ながら描
かれたのではなく，昼食に出されたアジを思
い出しながら筆を執ったものでした。そうい
えばその日の昼食，先生がじっと皿の上のア
ジを見つめていて，なかなか箸をとらないの
で，私たちから「先生，ごはんを食べてくだ
さいよ」と催促された一コマがありました。
また，あるときは太田垣先生がドジョウの
絵皿をもらったのですが，描かれたドジョウ
が普通よりも長いというようなことを言った
ら，しばらくして描き直されたという話もあ
ります。何か，調査に行ったときに見つけた
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学びあった懐かしい日々

ドジョウを，じっと見つめている姿が目に浮
かぶようないい話です。
私はこの逸話も含めて，桐原先生の現場主
義というものにあらためて思いを馳せます。
フィールド調査をするとき，見る構えも必要
ですが，現場の問題をしっかり捕まえる力が
こちらにあるかどうかということが何よりも
問われます。現場に行ったからこれが現場主
義だというのではなく，私たちの見る力が現
場を決めるのだと。目に映ったものだけを捉
えるのではないことがいかに大切か，私は桐
原先生たちから身体で教えてもらいました。

現場主義ということでは，今の労研は少し
認識が薄くなっているような気がします。
かつて研究室では常に真剣勝負で，お互い
の研究の成果をチェックしあいました。みん
なで学びあった日々のことが懐かしく思い出
されます。
私も組合に入っていましたし，運動にも加
わっていましたが，運動と研究というものを
きちんと見極めていかなければならないこと
を桐原先生や狩野先生の仕事から学びまし
た。労研があえて労働科学という名前を冠し
ていることを私たちは忘れてはなりません。
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はじめに

当連合会は，造船業における造船元請各社と
の連携を緊密に保ちつつ，造船協力事業者を会
員にして，船舶建造現場における専門技能集団
として，その要請に応えるべく労働災害の防止，
人材の育成，技能の伝承，技術力の向上を奨め
経営基盤の強化に努めています（写真１）。

造船業における熱中症の状況

2015年に日本スポーツ健康科学会で熱中症
予防指導士の資格を取得しました。当時の造船
現場の作業者は「造船現場では暑いのは当たり
前，どのような対策をしても無駄」と発言する
者も多く，熱中症について現場も打つ手がない
ところが多い状況でした。同学会の先生方から
は「作業環境，職種，作業経験等によっても熱
中症の罹患要因が違ってくるので，造船業は造
船業ならではの予防対策が必要」との指導を受
けました。
学会の先生方からは「先ずは実態調査～

WBGT計による作業環境測定の実施が必要」と

指導を受け，2015年に造船業の作業者約500
人を対象に実態調査を実施しました。質問内容
は，基本属性，基礎疾患，熱中症の知識の有無，
作業環境，生活習慣等です。その質問項目と結
果のいくつかを紹介します。

「熱中症の症状を知っていますか」の質問に
対して約９割以上の人が「ある程度知っている」
と回答しています。また，「熱中症にかかった
ことがありますか」の質問に対しては約６割が
「かかったことがない」と答え，約３割は「か
かったことがある」と回答がありました（約１
割は「分からない」の回答」（図１）。
一方で「夏場にこのような症状にかかったこ
とがありますか」と，熱中症の症状ということ
を隠して「めまいがした」「頭痛がした」など
10項目程度確認すると，前の質問で「かかっ
たことがない」と答えた人の中の約６割が「そ
の症状を経験したことがある」と回答があった。

（２）
造船業における熱中症対策

小島　信樹

〈シリーズ〉日本スポーツ健康科学学会における職域の熱中症予防の取り組み

こじま　のぶき
一般社団法人 日本造船事業者団体連合
会 統括本部長  
（日本スポーツ健康科学学会理事 熱中
症指導士会会長）

写真１
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〈シリーズ〉日本スポーツ健康科学学会における職域の熱中症予防の取り組み

夏場の作業で熱中症の症状が出ても，多くの作
業者が熱中症に気づかないケースがあることも
想定されます（図２）。
密閉度の高いブロック内の作業などもありま

す。また，造船に多い溶接（写真２）や塗装（写
真３）は，火気を嫌う作業もあるため作業服は
長袖，燃えにくい綿製品を推奨しているところ
もあります。さらに，夏期においても革の前掛
け，手袋，脚絆，安全靴，ヘルメット，安全メ
ガネ，マスクなども装着します。その状況の中
で「作業現場の気温，湿度の確認はしています
か」の質問に対して「現場の気温も湿度も分か
らない」という回答が75％でした。気温と湿
度によって状況（ある程度の暑さ指数）が掴め
れば，状況に応じた適切な対策が分かることを
理解してもらうことができました。
脱水については水分補給の必要性は理解して

いるが，どういう水分を取れば効果があるかと
いう知識を持つ作業者は少なく，「水分補給に
は，何を飲みますか」の質問に対しては「お茶」
或いは「水」が多くいました。適量の塩分や糖
分の補給も必要なことを知らない作業者が多く
いました。
また，学会の先生からのアドバイスでは，水
分補給の心得として「水分は主に小腸で吸収し，
水分が身体に到達するまで約30分かかる。小
腸で吸収する水分量は１時間で200～700ml，
一方，夏期作業中における発汗量は１時間800
～1200mlなので同量の水分補給をしても身体
は脱水する。また適度な塩分と糖分は体内への
吸収を促進する」というものでした（表１）。
熱中症予防指導士の資格を取得して様々な知
識が得られましたが，この得られた知識をどの
ように造船現場に落とし込んで行けるか常に考

図１ 図２

写真３写真２
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えて活動しています。

現在までの活動

2015年度のアンケートによる実態調査，熱
中症の可能性のある現場を選定した環境測定
（WBGT値），全国造船所の協力企業（会員向け）
への熱中症管理者教育，現場作業者対象の熱中
症教育，管理者が携行するポケットに入る熱中
症予防対策小冊子の提供，毎年２月末頃に厚労
省から出される「クールワークキャンペーン」
の内容に沿ったポスターの作成（写真４），会
員向けに様々な熱中症予防対策用品の支給をし

ています。さらに2015年のアンケート調査か
ら９年が経過しているので，改めて2023年に
アンケート調査を実施して，今までの教育の効
果を確認しています。以上の活動について，日
本健康スポーツ学会の各専門分野の先生方の知
識やアドバイスを頂きながら進めています。

おわりに

これからは，引き続き各専門分野の先生方か
らご支援いただくこともさることながら，熱中
症予防指導士のつながりも重要と考えていま
す。資格者には，各業界団体，熱中症予防対策
関連用品のメーカー（測定器，保護具，環境設備
機器，他）や，我々造船業界に予防対策用品を
提供している販社（各業界の商社）等，さまざ
まな方がいます。その方々との連携も重要と考
えています。年々，気象も変化している中で，
予防対策の手段も日進月歩しています。常に新
しい知識と情報を現場に届けることが重要と考
えています。
以上，造船業における熱中症予防指導士報告
が少しでもお役に立てれば幸いです。
ご安全に！

表１　作業前・中・後の水分補給

写真４
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はじめに
インド北東部に位置するビハール州では，同

州内の建設労働者の安全衛生向上が課題となっ
ており，ILOに協力要請がありました。具体的
な要請は労働監督官のキャパシティ強化です。
これまで建設担当の労働監督は労働省内の福利
厚生担当部局が担当しているため，監督の内容
も現場の福利厚生関連が主体となっていまし
た。そこで直接労働災害に結び付く建設安全衛
生の要素，高所作業の安全，機械電気の安全使
用，温熱や粉塵暴露対策等を強化したいとの要
請です。

WISCONプログラムの応用
要請に応えてILOのウィスコン（WISCON: 

Work Improvement For Small Construction Sites）
プログラムを応用した参加型トレーニングを企
画実施しました。参加者はこれまで主として建
設現場の福利厚生の向上を担当してきた監督官
計60名ほどでしたが，30名ずつに分かれても
らい，WISCON参加型トレーニングを２回実
施しました。このWISCONマニュアルは労働
科学研究所から2023年に日本語版も出版され
ています。
参加型トレーニングは建設現場の直接訪問か

ら始まります。今回は１回目のトレーニングで
は大学の施設および２回目のトレーニングでは
地域の病院建設現場を訪問しました。
参加者はWISCONアクションチェックリス

ト（写真１）を用いて，重量物運搬，作業姿勢，
作業場の物理的環境，高所作業の安全，機械電
気の安全使用，福利厚生施設等について，すで
にある好事例および改善が必要な点を把握して
いきます。参加者の多くは実際の建設現場の安

インド，ビハール州パトナの 
建設安全衛生トレーニング

川上　剛

17I LOインド南アジア

かわかみ つよし
労働安全衛生・労働監督シニアスペシャリスト，ILO南アジ
アディーセントワーク技術支援チーム，ニューデリー

産業安全保健通信

写真１　WISCONアクションチェックリスト（部分）

写真２　�アクションチェックリストを用いて職場
点検をする参加者
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全衛生ポイントをつぶさに見たり考えたりする
のは初めてのようでした（写真２）。

好事例プレゼンテーションと 
グループワーク

アクションチェックリスト実習を終え職場に
戻った後で，いつものように私の方から好事例
紹介のプレゼンテーションを行いました。安全
な通路の確保，重量物運搬の際の台車の使用，
高所作業の際の安全帯使用の徹底等の好事例紹
介がまず基本です。その上で衛生面での課題に
ついてもできるだけ丁寧にプレゼンを行いま
す。地球温暖化の影響で，もともと暑いインド
の諸都市でもさらに気温が上昇し，熱中症対策
が焦眉の急となっています。インド南部のケラ
ラ州の建設現場では，正午から午後３時までは
建設作業を中断することが義務化されており，
これも好事例の一つとして紹介されました。イ
ンドでは今なおアスベストが使用されており，
アスベストを使用しないセメントや資材への転
換も重要課題でした。また，現地の建設現場に
は女性が多く，頭の上に積み上げた煉瓦等の資
材を運搬しています。
女性労働者が切実に必要としているのが，現

場におけるトイレです。ある建設現場の社長さ
んが女性作業員のために現場に設置したトイレ
も好事例として紹介されました。また，多くの
労働者は地方から家族と共に出稼ぎに来ていま
す。隣接する飯場には女性や小さな子どもの姿
も多く見られます。建設現場ではありませんが，
以前にインド，グジャラート州で見た船舶解体
作業の出稼ぎ労働者向けに用意された衛生的な
宿舎も参考になる好事例として紹介されまし
た。
好事例紹介の後で，参加者が小グループに分

かれて，訪問した現場の良い点と改善が必要な
点について話し合いました。雨でぬかるんだ通
路の整備，裸電線を使用しない安全な電気配線，
足場の定期点検，現場ですぐアクセスできる清
潔な水飲み場の設置等，幅広い改善案が出され
ました。
参加者の感想として，今回のトレーニングを

通してこれまでの監督活動では意識していなか
った安全衛生の基本的なポイントについて知識

を得て，自信をもって今後の監督官活動を行え
そうだと話してくれました。州境の町々から列
車で一晩かけて参加した監督官たちもおり，み
なさん高いモチベーションをもっていました。
今回のトレーニングを期に労働監督官による
建設現場への改善支援が強化されればと願いま
した。ビハール州のみでなく他の州でも，建設
監督を福利厚生担当部局が担当している状況が
あり，ビハール州での取組みが他州にとっても
良いモデルになればと思いました。

おわりに
ビハール州はインドの中で貧困層の多い州と
して知られ，多くの労働者が国内でより賃金の
高いデリーや南のケララ州等に出稼ぎに出ま
す。以前に本誌で紹介したケララ州の中小企業
やグジャラート州の船舶解体作業で働く人たち
にもビハール州からの出稼ぎ労働者が多くいま
した。ビハール州内でより多くのディーセント
な雇用の場が創出され，働く人たちの健康と安
全が守られることが必要です。
パトナの街を歩きながら，暑さ対策に運転手
さんの頭上まで日除けを延ばした「リキシャ」
（写真３）が多く走っていることに気づきまし
た。誰が最初に考案したのでしょうか？　ニュ
ーデリーのリキシャでは日除けはお客さんの後
部座席の上にだけあって運転手さんの頭上には
ありません。その後ビハール州から戻ってしば
らくすると，日除けを延ばしたリキシャがうち
のアパートの前を走るのを時々みかけるように
なりました。もしかするとビハール出身の運転

写真３　日除け付きの「リキシャ」
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手さんが始めたのかしらと思ったりしました。
今回訪問した州都パトナ市は，ガンジス川沿

いに開けた古い歴史の街です。紀元前４世紀に
初めてインド全土をほぼ統一したマウリヤ王朝
のアショーカ王の都，パータリプトラの遺跡が
近郊にあります。しかし，二千年以上前の遺跡
なのでガイドブックの写真で見ると土台しか残
っていないようです。さらに足を延ばせばカー

スト制度を否定した仏陀が悟りを開いたブッダ
ガヤの地も同州内です。今回も例によってこれ
ら名所旧跡を訪れる時間はありませんでした
が，同州に足を踏み入れて地元の人たちと活動
することで何か感じるものがありました。
（ここに記載したのは筆者個人の見解でありILOを
代表するものではありません）

体裁　Ｂ５判並製 130頁
定価　本体 1,200 円＋税
図書コード  ISBN 978-4-89760-331-5  C 3047

公益財団法人
大原記念労働科学研究所

〒151-0051
渋谷区千駄ヶ谷 1-1-12
桜美林大学内 3F
TEL：03-6447-1435（事業部）
FAX ：03-6447-1436
HP：http://www.isl.or.jp/
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対策志向トレーニングの実践マニュアル

これでできる
参加型職場環境改善

定価（本体 1,200円＋税）

ISBN978-4-89760-331-5
C3047 ￥1200E

9784897603315

1923047012005

公益財団法人大原記念労働科学研究所

これでできる
参加型職場環境改善

トン・タット・カイ
川上　剛
小木和孝

こ
れ
で
で
き
る
参
加
型
職
場
環
境
改
善

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

参加型職場環境改善のためのトレーニング
　参加型対策指向トレーニング（PAOT）は、自主的な自助活動に
基づく職場の人々のイニシャティブを直接的に支える実際的な方法
です。このトレーニングにより、働く人たちが現場で応用できる資
源を用いて、産業安全保健と労働条件に関するすぐの改善策を実施
できるように支援します。このマニュアルは、職場環境改善の実施
に焦点を合わせて、実際的な改善策を提案するための経験と分析力
を参加者に提示します。また、このマニュアルは、アクション
チェックリスト、実際的な低コスト解決策とグループワークのよう
なPAOTで用いるツールについてわかりやすく説明しています。そ
して、対策指向トレーニングのためのワークショップを組織し、運
営する方法が述べられています。
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　はじめに
令和５年度の自殺対策白書によると，令和４

年の自死に関しては，「～19歳」の自死者数は
798人。その原因・動機は，家庭問題166人，
健康問題222人，経済・生活問題25人，勤務問
題45人，交際問題80人，学校問題354人，そ
の他114人であった。
児童・生徒の自死事案に関しては，文科省よ

り「子供の自殺が起きたときの背景調査の指針
（改訂版）」が発出されている。この冒頭に「子
供の自殺が起こると，遺族はもとより多くの
人々が『なぜ自殺にまで至ったのか』『どうす
れば防ぐことができたのか』と自問します。そ
の疑問に応えていくことは，子供の自殺を防ぐ
ためにも重要であると考えます」とある。子ど
もが亡くなった原因・背景を知りたいという親
の気持ちを直截的に表す言葉である。

基本調査
児童生徒の自死があった場合または自死があ

ったと疑われる場合，まず，基本調査が行われ
る。基本調査は，自死又は自死が疑われるすべ
ての死亡事案に対して行われるものである。基
本調査は，事案発生（認知）後速やかに行われる。
基本調査では，①遺族との関わり・関係機関と

の協力，②指導記録等の確認，③ 全教職員か
らの聴き取り（調査開始から３日以内を目途に終
了），④状況に応じて亡くなった子供と関係の
深い子どもへの聴き取りが行われる。
ポイントは，自死が「疑われる」場合には基
本調査を行わなければならないということであ
る。自死かどうか明確でないという理由で基本
調査を拒むことはできない。

詳細調査
学校の設置者（自治体や学校法人）は，基本

調査の報告を受け，詳細調査に移行するかどう
かを判断する。全ての事案について移行するこ
とが望ましいが，少なくとも次の場合に詳細調
査に移行するとされている。①学校生活に関係
する要素（いじめ，体罰，学業，友人等）が背景
に疑われる場合，②遺族の要望がある場合，③
その他必要な場合。
少しややこしいが，いじめが背景に疑われる
場合には，いじめ防止対策推進法に基づく対応
が必要になる。つまり，いじめによる自死が疑
われる場合は，いじめ防止対策推進法28条の
重大事態として調査が行われることになる。
詳細調査は，心理の専門家など外部専門家を
加えた調査組織において行われる。事実関係の
確認のみならず，自死に至る過程を丁寧に探り，
自死に追い込まれた心理を解明し，それにより
再発防止策を打ち立てることが目標とされる。
自死に至る過程や心理の検証には高い専門性
が求められることから，中立的な立場の外部専
門家が参画した調査組織によって「詳細調査」
が実施される。この調査組織の構成は，職能団
体からの推薦によるなど，公平性・中立性を確
保することが必要とされる。例えば，弁護士の

ほそかわ　きよし
弁護士
越谷総合法律事務所

グリーフケア と リーガルケア
4の2

細川　潔

児童生徒編（自死事案編）
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委員ならば弁護士会，学者の委員ならば日本教
育法学会，心理の委員ならば臨床心理士会等に
照会を行い，それらの職能団体から委員を推薦
してもらうことになる。
詳細調査では，①基本調査の確認，②学校以

外の関係機関への聴き取り，③状況に応じ子供
に自殺の事実を伝えて行う調査，④遺族からの
聴き取り等が行われる。③については，児童生
徒に対するアンケート調査や聴き取り調査が行
われる。④については，遺族に調査の協力を求
めるに際しては，信頼関係の醸成と配慮が必要
とされている。具体的には，以下のことが行わ
れるべきである。⑴遺族の協力が詳細調査の実
施に不可欠であることや，基本調査で得られた
情報の説明を丁寧に行う。⑵遺族の心情を理解
し，遺族，調査組織，学校や設置者をつなぐ役
割を担うキーパーソンを確保する。⑶調査とは
別主体が遺族のケアをすることが必要であり，
精神保健部局など地域の適切な機関につなぎ，
遺族のケア体制を地域で組む。これらのことに
留意しなければならない。
調査主体が調査で確認された情報を整理し，

自死に至る過程や心理の検証（分析評価）を行
い，今後の自死予防の改善策を検討する。その
上で調査主体が，報告書をとりまとめ，遺族に
対する説明を行う。そして，調査主体が調査結
果を学校の設置者に報告し，調査の目標・目的
に照らし，報告内容を今後の自殺予防・再発防
止に調査結果を役立てることになる。

いじめ重大事態の場合の調査
いじめによる自死が疑われる場合は，いじめ

防止対策推進法28条の重大事態として調査が
行われることになる。
いじめ防止対策推進法28条の重大事態に基

づく調査に関しては，「いじめの重大事態の調
査に関するガイドライン」が存在する。
まず重要なのは，重大事態に関しては，事実

関係が確定した段階で重大事態としての対応を
開始するのではなく，「疑い」が生じた段階で
調査を開始しなければならないということであ
る。また，保護者から「いじめられて重大事態
に至った」という申立があったときは，重大事
態が発生したものとして報告・調査等に当たる

ことも重要である。これらが守られていないこ
とは結構多い。
次に，調査を開始する前に，調査主体から，
保護者に対して，①調査の目的・目標，②調査
主体（組織の構成，人選），③調査時期・期間（ス
ケジュール，定期報告），④調査事項（対象とな
るいじめ行為，学校の対応等），⑤調査方法，⑥
調査結果の提供について説明が行われる。
重大事故の調査結果は学校の設置者及び学校
に報告されることになるが，調査結果及びその
後の対応方針について，学校の設置者や学校は
地方公共団体の長等に対して調査結果を報告・
説明することになる。保護者は，調査結果に係
る所見をまとめた文書を，地方公共団体の長に
対する報告に添えて提出できる。調査結果につ
いては，特段の支障がなければ公表することが
望ましいとされる。
調査結果でいじめが認定されている場合，学
校は，加害者に対して，個別に指導を行い，い
じめの非に気付かせ，被害児童生徒への謝罪の
気持ちを醸成させる。調査結果で教職員の重大
な過失等が指摘されている場合，当該教職員に
対する聴き取りを行った上で，教職員の懲戒処
分等の要否も検討することになる。
なお，いじめ防止対策推進法に基づく重大事
態調査に関しては，再調査を要請することがで
きる場合がある。①調査時には知り得なかった
新しい重要な事実が判明した場合，②事前に被
害者，・保護者と確認した調査事項について，
十分な調査が尽くされていない場合，③学校の
設置者及び学校の対応について十分な調査が尽
くされていない場合，④調査委員の人選の公平
性・中立性に疑義がある場合には，再調査を要
請することができる。

おわりに
何度も言及したが，子が亡くなった原因・背
景を知りたいという保護者の心情には切実なも
のがある。これに応えるものが，背景調査の指
針やいじめ防止対策推進法である。これらの制
度がきちんと機能するように，学校や学校の設
置者が誠実な対応をすることが，制度の趣旨か
ら求められている。
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今回の内容
タイプライターのステレオタイプ（キーボー

ド型のフロントストライク）が出るのは1900年前
後である。そこで今回は当時の社会経済的状況
について検討し，その上でショールズとグリデ
ンの社会的評価を述べ，併せてそれ以降のタイ
プライター普及に伴うその問題点や一層の能率
化を目指した，テイラー（Taylor, Fredric .w. 1856-

1915）の「科学的管理法（scientific management）」
による改善状況を見ておく（ただし，紙面の関係
から今回は次回への案内程度にする。）。

タイプライター普及の社会経済的状況
タイプライターは，1874年にショールズと

グリデンによって商品化第一号として販売さ
れ，1904年にはアンダーウッドによって一挙
に市場が拡大していく。
しかし，ショールズとグリデンの機種はタッ

チタイピングのできるキーボード型ではある
が，アップストライクのブラインド（インビジ
ブル）型であり，印字しても直ぐにはそれが見
えなかった。印字した字を読むには，キャリッ
ジを持ち上げるので手間が掛かったし，訂正処

理も面倒であった。アップストライク型は，
1908年ごろまでにフロントストライク（ビジ
ブル）に切り替わる。
アンダーウッドのフロントストライクにおい
ても，印字を直ぐに確認できても誤字があるな
ら訂正しなければならないが，今日のパソコン
のように画面で直ぐに訂正できるというわけで
はなかった。これでは，業務量が増えると文書
作成も増え，タイピストのタイピング能力がい
かに優れていても業務量に追い付かなくなる。
そのため学校では，タイピングの訓練と科学的
管理法による能率向上が行われ，タイプライタ
ーの普及が一層促進する。
また，前回でも取上げたがマーク・トウエン
が「新しい流行の機械（a new fangled writing 

machine）」（fangleはnewを付けて軽蔑的に使う）
といい，タイプライター（Type Writer）は『（軽蔑
的）気まぐれな仕掛け』（a fancy contraption）」1

という人間臭さの評価をされながらも急速に普
及するのは，タイプライターの機能以外にそれ
を受け入れる社会的経済的条件があったという
ことである。
そこで，今回はチャンドラー（Chandler, 

Alfred D.Jr. 1977）とデーヴィス（Davies, Margery 

W. 1982）の所論から，このことを見ておく。

チャンドラーの「マネジメントの 
見える手（the visible hand）」の意味
チャンドラーは，1977年に『見える手：ア
メリカ企業の経営革命』2を出版した。この書
物の目的は，アメリカ合衆国において，生産と
流通過程の変遷と，それがどのように管理され
てきたのかを1840年から1920年までのおよそ
80年間の歴史を見たものである。

みやけ　あきゆき
名古屋産業大学 特任教授
主な著作・論文：
・『経営専門職入門』（共著）日本科学技
術連盟，2021年．

・「ものづくり現場の技能伝承と人材育
成」『企業と人材』1105号，産業労働
調査所，2021年．

・「戦後我が国におけるタイプライター
の歴史とタイピスト養成」（共著）『産
業遺産学会誌』，160号，産業遺産学会，
2023年．

三宅　章介

―タイプライターの普及の社会経済的状況と 
女性の職業的解放―

タイプライターの歴史と
タイピスト

5
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本書は，このような目的であるので，その性
格からタイプライターやタイピスト関係につい
ては，レミントンやアンダーウッド，ワグナー
社など新会社設置や合併など経営戦略（行動）
に重点をおいて述べているだけであり，タイプ
ライターやタイピストそれ自体を分析している
わけではない。にもかかわらず，本書を取り上
げた理由は，近代企業になり，それまでの市場
の「見えざる手（the invisible hand）」に従って
企業活動を行うのではなく，「マネジメントに
よる見える手（the visible hand）」によって市場
に対応するという，この「見える手」が，タイ
プライターの「ビジブル」と年代的に対応して
いることによる。

1階層的組織構造の特徴
さて，本書では，「序論」の冒頭で「近代企
業の特徴，その定義」として以下のように述べ
ている。「近代企業（modern business enterprise）
は，図に示すように定義される。それは二つの
特徴的な性質，すなわち多数の明確な活動単位
と有給経営管理者の階層より構成される。」3。
この一番目の階層的組織については，図１に

あるように，縦方向には管理的分業が，横方向
では業務の分業から成り立っている。つまり二
つの分業によって組織が形成されているのであ
る。
しかし，これでは単なるライン組織にすぎな

いが，このことを別の箇所では，ある工場所有
者などは，テイラーの「職能的専門化の利点を

与えるために」4にライン・スタッフ組織を導
入したとあり，テイラーの組織観である職能別
組織の考えをそのまま導入したと言ってはいな
い。テイラーの職能組織は命令が交錯して実用
に至らなかったためであるが，ライン・スタッ
フ組織を導入していることは，テイラーの計画
部門をスタッフ部門として組み込み，構造化し
たことを意味する。
とはいえ，チャンドラーの近代企業の要件と
しての階層的組織はスタッフを組み込んだもの
ではない。その基本となるのは階層組織である
のでライン組織が原点であり，スタッフを組み
込むことは必要条件ではなく，要は，縦方向と
横方向が分業化されており，互いに関係しなが
らトップマネジメントで集権化する。近代企業
の活動は地域がまたがり，情報量が増大し交錯
するので，効率的な情報管理が必要不可欠であ
るということである。情報の分散と集約，企業
活動の分業と統合が効率的になされなければな
らないのである。

2有給専門経営管理者とその役割
もう一つの特徴は，階層的組織は有給専門経
営管理者（salaried executive）によって運営され
るということである。企業規模の拡大に伴い，
業務が飛躍的に増加するとともに分業化される
ので，その組織単位を管理する専門経営者や管
理者が必要となる。これが，図１の左側に上か
ら順に記されている「最高経営層」「中間管理層」
「低管理層」「監督者・その他の階層」である。
近代企業は，規模が大きいのでそれを経営管
理する専門経営者，管理監督者を多数採用しな
ければならないが，このことは報酬を支払うと
いうことである。この場合，特に経営者の場合
は，所有経営者ではないので過半の株式を持つ
わけではなく，その目的も自ずから異なってく
る。所有者の場合は，利益の最大化を求めるが，
近代企業は規模も大きく株式は分散しており企
業の所有意識はなくなる。報酬によって採用さ
れた経営者は，配当を得るわけでもないので企
業そのものの持続性といった目的を持つように
なる。経営目的は，社会性を持つということで
ある。
これとは異なるのが，伝統的アメリカ企業で

図１　現代企業の基本的階層構造
出典： Alfred D. Chandler,  Jr. ,  The visible Hand: The 

Managerial Revolution in American Business. Harvard 
University Press, 1977, p.2  
（注．左の文字（訳）は，上から最高経営層，中間管
理層，低管理層，職長・監督者・その他）
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ある。それは「単一的事業企業（a single- unit 

business enterprise）」である。このような形態
の企業は個人か少数の所有者が，単一の生産ラ
インで小規模で限定的な地域内で事業を営んで
いたのが通常であった。これは，個人所有企業
であり，親族で経営するか，あるいは少ない労
働者によって経営が行われる。しかし，この種
の企業でも管理者は必要であり，必要に応じて
採用することになるが，その場合でも近代企業
の低管理層クラスであったという。このような
ことから，伝統的企業は，小規模で単一的な製
品を単一的生産ラインで生産するため，市場の
需要と供給により，それに対応した生産活動を
行うのである。市場に対して受け身である。
こうした個人企業の行動原理について，アダ

ム・スミスは，『諸国民の富』（1776年）で次の
ように書いている。「あらゆる個人は（中略），
公共の利益を促進しようと意図もしていない
し，自分がそれをどれだけ促進しつつあるのか
も知っていない。（中略）かれは，自分自身の
利得だけを意図しているわけなのであるが，し
かもかれは，このばあいでも，その他多くのば
あいと同じように，見えざる手に導かれ自分が
全然意図してもみなかった目的を促進するよう
になるのである。（中略）かれは，自分自身の
利益を追求することによって，実際に社会の利
益を促進しようと意図するばあいよりも，いっ
そう有効にそれを促進するばあいがしばしばあ
る。」5。 
チャンドラーのいう伝統的アメリカ企業ない

し個人企業は市場の需要と供給によって価格
（自然価格）が決まり，それに応じた生産量を
調整しながら企業利益を図るのであり，社会の
発展という目的は個人企業の場合には見られな
いのである。アダム・スミスによれば，需要と
供給はなぜ価格を決定するのかは分からないの
で正に「見えざる手」という言葉で表現したの
であり，伝統的個人企業はそれにマネジメント
を合わせていくのである。「見えざる手」に対
するマネジメントの主体性は存在しない。彼は
このことを「市場の諸力の見えざる手（the 

invisible hand of market forces）」と名付けている。
一方，近代企業は多数の専門的管理者を擁し

て，「新しい企業が行ったことは，原材料の生産

から最終消費者に販売するための幾つかの生産
過程を通して製品とサービスの流れの調整と統
合をマーケットから引き継いだのであった。」6。
このことは，完全競争から市場の独占へと向
かう，いわゆる経済学者が不完全競争と資源配
分を不適切にすると批判した企業行動である
が，このことを担ったのが近代企業における専
門経営管理者であり，これが「マネジメントの
見える手（the visible hand of management）」に
なる。
この「マネジメントの見える手」は，個人企
業経営者や金融機関もその力はなく，有給専門
経営管理者が，市場に対する調整機能を持って
いるという。この資本主義こそ「経営者資本主
義（managerial capitalism）」というものであり，
それまでの家族ないし金融資本主義（family or 

financial capitalisn）に取って代わることになっ
たと論ずるのである。
チャンドラーは，近代的企業は少なくとも
1840年までは存在せず，もちろん有給専門経
営管理者もそうであるが，第一次世界大戦
（1914－1918）までには，米国社会での支配的
な企業となると位置付けている7。同時にこの
年代以降，これまで述べてきた社会経済的状況
の中でタイプライターが多数開発されてくる。
階層構造でありかつ部門間の独立性が強く，し
かもそれが統合される組織では，市場への対応
は「マネジメントによるビジブル化」が急がれ，
併せて，明確な情報伝達を可能にするタイプラ
イターの機能が求められることを意味する。

3近代企業の出現過程とタイプライター
タイプライターの開発と発展は，この後のデ
ーヴィスの所論でも明らかになるが，伝統的個
人企業では小規模であり，情報は口頭での伝達
で間に合ったのである。同時に，手書きの文書
が信用されていたのであり，誰でも読める活字
は必要性がなかった。このことから，アメリカ
のビーチ（Beach, Ery A.）は1856年であるが，「こ
の早い時期の多くの機種と同じように視覚障害
者の恩恵になるように，触って読むことができ
るような盛り上がった文字を印字した」8とい
うタイプライターを開発したが，近代企業の情
報伝達に用いる文書作成に使うようなものでは
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なかった。
しかし，近代企業の階層的組織になるとそう

いうわけにはいかない。分業と統合が行われ，
しかも，単一製品生産ではなく多品種になると，
組織も複雑化し情報も多様化する。しかもその
組織は独立してはいるが互いに横の連携をとり
ながら生産活動を行うのであり，しかも最終的
には業績という情報によってトップマネジメン
トに集中する。そのため，複雑化する情報伝達
をどうするかということが，極めて大きな経営
問題になるのである。
このことについて，メトカーフ（Metcalfe, 

Hwnry）大尉は，連邦兵器廠の工場長を歴任し
てきた人物であるが，1886年のアメリカ機械
技術協会年次大会で，1815年以降のスプリン
グフィールド兵器廠で最初に開発された業務手
続きの修正と精緻化を基礎にした提案を行っ
た。その基本的命題は「調整と統制」であった。
そして彼は，「製造工程における『浪費となる遅
れ』を述べるが，そのことは多くの場合，記録
が『余りにもしばしば記憶（memory）』に頼っ
ている。」9ことによる，というのである。
メトカーフは，テイラーの科学的管理法の端

緒的位置付けになる人物であるが，1886年に
は既に組織における情報管理の問題を掲げてい
るのである。彼の所属していた兵器廠は国のも
のであり，軍備という役割を持つ機関でさえ，
「記憶」に頼る組織運営が行われていたのであ
り，この発表は，この問題点と改善についてで
あった。この改善策はタイプライターによる文
書作成であることはいうまでもない。
1886年は，アップストライクではあるが，

シフト機構を設けたレミントンNo.2が出た８
年後のことである。タイプライターが次第に企
業等で普及し始めるのは，こうした事情があっ
たことを理解しておく必要があるといえる。
チャンドラーは，この書物において，以上の

ことを各産業別に議論を展開するのであるが，
本稿ではこのことには立ち入らないでおく。

デーヴィスの「女性の場所は 
タイプライターの所」による見解

1デーヴィスの問題認識
チャンドラーの所論によって，1800年半ばよ

り1900年前半に掛けてのアメリカにおけるタ
イプライター普及の社会経済的状況を見てきた。
デーヴィスもまた，ほぼ同時期の19世紀後半
から19世に前半にかけてのタイプライターと
タイピストとの相互関係（インターフェイス）
を研究してきたが，その代表作が1982年に出
版された『女性の場所はタイプライターの所：
オフィスの仕事とオフィス労働者1870－
1930』10）である。そこで，この書物を通して，
特に職業人としてのタイピストの置かれた状況
を見ておく。
さて，チャンドラーがいう近代企業は有給経
営管理者によって経営されるようになり，それ
は個人企業である所有経営者によって経営され
るのではないので，金融機関が入る余地はあっ
たとしても専門家ではないので限定的なもので
あった。そのため，資本主義は，「家族ないし
金融資本主義」から「経営者資本主義」に変化
してきたということであった。
デーヴィスもこの点について同様の見解を示
している。「1870年以降，政治経済の変化は，
事務作業組織に大きな影響を与えた。資本主義
企業はより広い地域をカバーするためにより大
きな企業体となり，その結果拡大と統合を始め
た。」11）というように資本主義と経営は変化し，
その過程でタイプライターが普及し，仕事の質
が大きく変わるのである。デーヴィスの所論は，
このことをベースに，タイプライターとタイピ
ストの関係を歴史的に展開していく。
このことを前提に本書は，「１ 序文」「２ 南

北戦争前のオフィス」「３ 南北戦争後のオフィ
ス」「４ 女性がオフィスに入る」「５ イデオロ
ギーとしての議論」「６ オフィスにおける科学
的管理法」「７ 個人秘書」「８ 結論」の８章か
ら成り立っている。本稿ではこの全てを解説す
るわけにはいかないが，チャンドラーの所論を
ベースに，タイプライターとタイピストの出現
とがどのような関係性があるかを中心に見るこ
とにする。「６ オフィスにおける科学的管理法」
は，次回で詳しく検討する。
まず，デーヴィスは女性労働についてある大
学での出来事をモチーフに掲げている。それは
今から数年前，ということは，この本の出版年
が1982年であるので，1980年前後ということ
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になろうが，大学で個人秘書を雇えるぐらいの
予算を持っていたデーヴィスの友人が，ジムと
いう男性を秘書として採用したところ，このこ
とがセンセーショナルな話題になったという。
それは，ある人物がやって来てジムに「秘書と
話ができるか」と聞いたのである。そこで，彼
は「私が秘書です。何かすることがありますか」
と話したところ，訪問者は「私は秘書と話がし
たい」と言い，ジムは「何かしましょうか」と
言い，押し問答となった。訪問者は前のように，
女性秘書だったら話がしやすかったけれど，男
性であったので遠慮したのである。この逸話は，
19世紀の話ではなく今日のものである。
デーヴィスは，冒頭からこのことを通して女

性と男性の役割が「社会通念として定着」して
いることに，女性の職業問題として提示してい
るのである。その表現として次のように記して
いる。「今日のアメリカ合衆国では，女性の場
所（注：placeを使っているが，単なる「場所」で
はなく「仕事の場」とした方がよい）」は，スト
ーブの所か，あるいは子供と共にか，あるいは
小学校の教室の中か，あるいはタイプライター
の所かが適しているようである。」12）。
このような表現に見られる性別役割分業は，

歴史的に固定されたものとして理解されがちで
ある。しかし，職業が他の職業に移行した場合，
性別役割分業は普遍的ではないことを示してい
るとデーヴィスは考え，本書を執筆するに当た
り，オフィスにおいて女性が下で男性が上の地
位にいることに疑問を持つ女性事務職に対して
より意識することを願っているのである。雇用
主から，「女性の場所はタイプライターの所で
ある」と，彼女のボスがそう信じるならば，彼
女はそのことは正しくないと知ることを願うの
である。
実際に労働力において性別に平等であって

も，今日でも女性は男性と比べて賃金や地位は
低く，職業上性差別を伴っている。そのことか
ら，タイプライターにおける「女性の場所」は，
秘書が「オフィスの妻」13）と言われるように，
家父長制関係や資本主義企業の拡大における政
治経済という二重構造の中で研究されなければ
ならない，と提言する。これは性別役割分業と
して，女性タイピストの地位が自然に定められ

たものではなく歴史的に定まったものであるこ
とによる。自然に定められたものであるなら，
性差別は存在しないからである。このことが本
書の研究目的となっている。

2南北戦争前の事務職
そこで，デーヴィスは労働がどのように変化
したのかを，南北戦争（1861－1865）前後の
社会経済環境の中で問うのである
100年ほど前（注：本書の出版年が1982年であ

るので1880年頃であろうか）はオフィス，この
場合は弁護士事務所であるが，事務員は男性ば
かりであった。デーヴィスはある作家が描いた
弁護士事務所の状況から当時の職場の状況を次
のように述べる。60歳の事務員は昼食の時間
に酒を飲み，そのことに起因するのであろうか，
インク瓶にペンを入れても不注意のためインク
をこぼして書類を汚すとか，ある12歳の少年
は雑用係や清掃係として週給１ドルで働いてい
たが，事務的な仕事はコピー作業であった。
この小規模事務所での様子は，農業が中心で
あった南北戦争前の行政組織にも共通する状況
であった。大陸間横断鉄道は1869年に開通す
るが，それまでは多くの企業はチャンドラーの
いうように，地域的な活動であり単一の製品を
生産し，商業者は近隣の販売程度であった。し
かし，企業を経営するためには事務は避けて通
れない仕事である。当時の事務員である写字者
（copyist）や代書人は法律文書や手紙の草稿を
羽ペンで綺麗に読みやすく書くことが，彼らの
能力であったが，それは単に写字する程度で高
い能力を必要とはしないという評価であった。
そのためコピーを専門にする写字者が採用さ
れたが，その仕事は南北戦争後に現れた「タイ
ピスト」14）に似ており，綺麗に書く能力を必要
としたが責任ある人ではなかった。また，写字
者の仕事は，全般的事務担当者あるいは簿記担
当者と異なり幅広い多くの事務を担当する能力
や経験を身に付けていく機会も与えられていな
かった。「雑用（chore）」とみなされていたか
らである。とすれば，先のタイピストと写字者
の仕事は似通っていたのであるなら，後年のタ
イピストの仕事も「雑用」とみなされたとも考
えられる。それに反して，簿記については未だ
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簿記担当者を採用せず「記憶」に頼っていた企
業家もいたらしいが，その重要性から高校でも
教えるようになったという。
南北戦争前においては，組織は小規模であり

業務は明確に分業化されておらず，写字者のよ
うに特定の業務を担当する者もいたが，それ以
外の多くの者は，多様な業務に従事していたの
であるので，全体として統合化された組織活動
を行っていたと考えられる。しかしこのことの
メリットは，あるにはあった。企業規模が小さ
ければ経営者との距離は近く，仕事も覚えやす
く，信頼関係が築きやすかったことが挙げられ
る。また，それは距離感がないだけに，経営者
の考え方や行動を真似し，これはよい面もある
が逆のこともあった。
このことは，企業規模が小さいだけに企業経

営が制度化されず経営者の考え方が直接的に行
動基準として表れることを意味する。オフィス
は工場と異なり，指示は機機がないため，機械
が仕事のペースを決めることもなく，仕事が「非
人間的」になることはなかった。そのため，雇
用者と事務職員は信頼関係もあった。しかし，
工場ではそうではなかった。「労働者は，企業
所有者よりも機械によって仕事のペースを決め
られる。そして，結果的に過酷な労働条件を雇
用者から転嫁され，それゆえ階級関係が曖昧に
されていった。」15）。企業者と労働者の関係でな
く，機械と労働者の関係になるからである。
この引用文で分かることは，オフィスにおけ

る事務員は雇用者と良好な関係が築かれる可能
性があり，仕事のペースは任されやすかったが，
一方において，工場労働者は，仕事のペースが
経営者ではなく機械によって左右されていたと
いうのである。この意味は，雇用者は労働者の
仕事ペースを，非人間的な機械に転嫁している
ので，労働者は，機械に不平不満を言っても意
味がなかった。このような弊害を改善していく
ために，工場における科学的管理法の導入が行
われるが，その一つの理由として労使のこのよ
うな見解の相違があったことに起因すると考え
られる。
その点，事務部門はやや異なる。機械と人間

との関係ではなく，南北戦争後の企業規模の増
大とそれに伴う書類作成とその整理からタイプ

ライターの導入とその能率改善から求められた
と考えてよい。なお，経営者と事務員が，良好
な関係を築きやすかった理由として，18世紀
より普及してきた「徒弟制度（apprenticeship 

system）」が，事務部門にも導入されていたこ
とも関係するとデーヴィスはいう。

3南北戦争後のタイプライターとタイピストの
出現
南北戦争は1865年に終結するが，南北戦争
を通じて企業規模は拡大化し，1890年代は，
合併運動が盛んになり，鉄鋼，石油，食品産業
はほぼ独占化していく。それに伴い工場では生
産設備が高度化していくが，これは工場のみな
らずオフィスの事務作業も増加し，国内国際業
務が増大し，より正確に早く情報を記録する必
要に迫られてくる。
事業が拡大化するに伴い，不正を防止するた
め正確な記録を残すことも求められた。経営の
最終的業務は，専門経営者や所有経営者の判断
に任され，日常的業務は分業化され組織的にも
分散した。この顕著な例が鉄道会社であった。
鉄道は安全のため，また，路線の拡大のため，
このことが特にいえたのである。
「南北戦争前は，オフィスの四つの基礎的な
事務業務は，写字者，簿記担当者，使者又は使
い走り（mesesenger or office boy），事務員であっ
た。この比較的単純な職業は，戦後，拡大し
ファィル事務，発送事務（shipping clerks），請求
事務，半熟連労働者が現れ始めた。」16）。そして，
「最も人気のあった変化は，驚くことではない
が，タイプライターの導入だったのである。」17）。
そして，ひとたび，タイプライターが導入され
ると，それまでの写字者（copyist）は不要になり，
速記者とタイピストに取って代わる。
速記者の仕事は，経営者や管理者からの口述
を受け，それを文書化することであった。しか
し当時は，手書きが尊重されていたため失礼に
ならないように清書されたが，「そう長くなら
ないうちにタイプライティングは，ビジネス文
書の通常の方法になり，手書きはタイプライタ
ーの文書に代わる。」18）。そして，経営者ないし
管理者の口述を速記者が筆記し，その後で手書
きし，それをタイピストが清書するという過程
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は無駄であり，製造業者は，速記者は必要範囲
に限定して採用し，タイピストが可能な限りそ
れを引き継ぐようにした。これは組織業務の再
編でもある。デーヴィスは，これはオフィス業
務の基本的変化であったというのである。
「（南北戦争後，）事務業務の様相を大きく変え，
業務の本質を変化させた影響要因は，技術革新
であり，タイプライターがはるかに最も重要な
新しいオフィス機械ということである。」19）。
当然，この場合のタイプライターは，ショー

ルズ・グリデンの商業第一号機以降であるが，
速記者を必要としない文書作成業務は，キーボ
ード型フロントストライクの「ビジブル」なタ
イプライターを指すことはいうまでもない。こ
のことが多数のタイピストを生むことになる
が，組織の階層構造の中で，タイプライターで
文書作成するというタイピストは昇進もなくそ
の職位に固定されるのである。
しかし，幾度か取り上げてきたショールズで

あるが，デーヴィスは彼についてはタイプライ
ター発明の経緯だけを述べているだけである。

ショールズの評価
最後にショールズの評価について，レミント

ンのあるハーキマーのハーキマー地域歴史協会
（Herkimer Country Histrical Society）『タイプラ
イターの歴史：1873－1923』によって述べて
おく。
1873年当時のビジネスは，女性にとって50

年前よりも経済的制約が少なくなってきたが，
それまでは，訓練もなく教育がなくても有給の
職業は工場，店舗，家事サービス（家政婦か）
などの作業者であり，家庭の外でキャリアを築
くことはできなかった。教師と看護の二つが女
性の「天職（calling）」といわれ，それも知的女
性の能力をわずかにしかいかせない数少ない職
業であった。
このような状況下において，「新しい不思議

な機械（a new and strange machine）」20）が表れ，
女性の解放に対する保守主義と偏見を打ち破る
ことになる。タイプライターはビジネスの時間
を節約し，事業活動を刺激し，このことが，や
がて男性の事務員全てを，もはや必要としない
までに達する。そして女性（girl）速記者とタ

イピストに道が開かれ，それを契機に女性がビ
ジネスに参入する。そこに「女性の経済的解放」
とフェミニズムの原点が出てくる。
ショールズは1890年に亡くなるが，その直
前に彼の義理の娘と次のような会話があったと
いう。「お父さん，あなたは世界のために何と
素晴らしいことをなしたのでしょう。」という
と，ショールズは「私は世界のことについては
知らないが，懸命に働いてきた女性たちのため
に何かをしたと感じている。このことにより生
活費をより簡単に稼ぐことができる。」21）。この
言葉は，写真１の下に説明文として「タイプラ
イターの発明者，クリストファー・レイサム・
ショールズの表明」として表載されている。
1923年のことである。
さらに，かつて記した最後の手紙の中で，ショ
ールズは次のように述べている。「私は，初期
のタイプライターの価値を感じたことは，人類，
特に女性たちへの明確な祝福です。私は，それ
と関わりを持ってきたことが嬉しい。私は私が
知っていたことよりもより賢明に築いてきた。
世界はその恩恵を受けている。」22）。
確かにタイプライターの出始めは，新しい機

写真１　解放（EMNCIPATION）
出典： Herkimer Coutry　Histrical Society The Story of the 

Typewriter : 1873-1923, Herkimer, 1923.
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械であったため性別的にも誰が使用するかは分
からなかった。しかし，ショールズのいうよう
に，工場や商店，家庭の中だけに仕事が限られ
ていた女性たちにとってタイプライターは，当
初は性別が問われなかったが，企業が拡大して
いく中で事務の増大とともに，文書作成やコピ
ー業務が増大し，そこに今まで職業を持たなか
った，持っていても雑用的な仕事を担当してき
た女性たちが受け持つようになったのである。
デーヴィスは，今日の「アメリカ合衆国では，

女性の場所は，ストーブの所か，あるいは子供
と共にか，あるいは小学校の教室の中か，ある
いはタイプライターの所である」といったが，
フロイントストライクの出た1890年以降急速
に女性タイピストが増加する（前回表２，速記
者も含む。1880年は40％，1890年は63.6％，1930
年は95.4％）。このことが，「女性の場所はタイ
プライターの所」になり，固定化する。それが
性差別となっていく。デーヴィスがいうように
差別は歴史的に作られる，ということになる。

科学的管理法との関係
ところで，20世紀になるころ，アメリカの

企業は合併などを繰り返し巨大化していく。そ
の過程で，現場作業は賃金支払いの合理化をめ
ぐって労使が絶えず紛争を起こし，デーヴィス
の分析にあるように，現場では機械に作業ペー
スを合わせることを「機械」に要請されている
と考え，オフィス業務は書類の山となる。同時
に商取引であるから，同じ書類を何枚も作成す
る必要がある。オフィスの能率向上のため，科
学的管理法の導入が現実的になるのである。
周知のように，科学的管理法は，テイラーに

よって唱えられた。企業が大規模化するに従い，
それまでの「経験と勘」に頼る経営や，家父長
的な親方が作業者を集めて企業の中で請負労働
に従事するという「親方システム（boss 

system）」ではその「因習的作業方法」や「成
行管理（drifting management）」では最早機能し
なくなってくるのである。このことはオフィス
部門も同様であり，特にタイピストの能率と事

務改善が求められた。
次回は，このことを中心に考えてみることに
する。
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ハワード・バートレイ 著ほか， 犬飼健児 訳
人間の疲労と障害　日本安全衛生協会1954．

はじめに
前回は，「疲労研究の共同実験1」の中から
佐藤徳郎らが携わった「疲労合同実験における
血液，尿成分変化」と「尿による疲労判定法に
ついて」の２つの論文を紹介してみた。これら
の実験結果の検証は，「疲労研究の共同実験」
が発刊された後も行われ，いくつかの検査法が
追加されたものが1957年（昭和32）に発刊さ
れた「疲労判定のための機能検査法2」の中で
紹介されている。
さて，今回は世界の安全衛生名著全集の中か

ら以下の著書を紹介する。

ハワード・バートレイ 著ほか，犬飼健児 訳
人間の疲労と障害　日本安全衛生協会1954．

これまで筆者は「世界の安全衛生名著全集
（10巻）」（表１参照）の中から「災害防止の科学
的研究4」，「人事管理の心理学5」の２冊を紹
介してきた。本書は全集の中では第９巻となり，
1954年（昭和29）に発刊された医学書である（図

１参照）。そこで本書を紹介する前に発刊され
た経緯について触れてみたい。

本書が発刊された経緯
戦後，日本はGHQの指導で1947年（昭和22）

に労働基準法が制定された。この法律の中には
就業規則，安全衛生教育，作業環境の改善，健
康管理，災害時の補償が盛り込まれた6。それ
と同時に作業が進められたのが「労働安全衛生
規則」であり，国際労働機関（ILO）の条約や
勧告，工場監督行政の体験などからの策定が進
められている。だが，各業種に多くの規則があ
り，それらの整理や見直しが必要とされ，さら
に各条文は全て英訳してGHQの許可を受けね
ばならなかったという事情があった7。その後，
1972年（昭和47）に労働基準法から独立した

労働科学関連の文献を概観して
―人間の疲労と障害：世界の安全衛生名著全集［ハワード・バートレイ著］―

椎名　和仁

労研アーカイブを読む………99

しいな かずひと
博士（知識科学）
住友電設株式会社　情報通信システム
事業部
Information and Telecommunications 
System Division, Sumitomo Densetsu 
Co., Ltd,
主な論文：
・単著「文系大学生の安全意識調査」『日
本労働科学学会年報』２号．2022年．

・共著「工学系大学生における安全に
関する工学教育の提案」『技術と経済』
652号．2021年．

図１　「人間の疲労と障害」の表紙
出典：ハワード・バートレイ著ほか・犬飼（訳）（1954）3
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形として労働安全衛生法が制定されるが，労働
安全衛生規則は世界的にもきめ細かい規則とな
っており，カナダの労働安全衛生法は日本の法
律がモデルになったとされているa）。
「世界の安全衛生名著全集（10巻）」は1951
年（昭和26）～1954年（昭和29）の僅か３年間
で発刊されているが，これは労働基準法の制定
に伴い，各業種での労働災害の予防に関する指
南書的なものが必要とされたのであろう。当時，
日本にはハインリッヒの「Industrial Accident 
Prevention: A Scientific Approach8」のような労
働災害を予防するような体系化された書籍はな
く，日本安全協会が世界連邦建設同盟b）や全米
安全評議会 （National Safety Council）の協力を得
ながら著名な書籍を厳選して紹介したのが本書
である9。全集は「安全衛生」誌の中で翻訳さ
れたものから順次発刊されたことが紹介され，

特に「災害防止の科学的研究（第２巻）」は売
り切れるほど好評であったという10）。
発行元である日本安全協会は，三村起一c）と
蒲生俊文d）が中心となって官民連携による安全
運動を推進した民間の団体である。同協会は
1921年（大正10）に設立されているが，これ
は安全第一協会（1917年～1921年：大正６年～
大正10年）と中央災害防止協会（1919年～1921
年：大正８年～大正10年）が統合されたもので
あった。その後，1952年（昭和27）４月に日本安
全協会から日本安全衛生協会に改称し11），
1964年（昭和39）に中央労働災害防止協会が
設立されるまで日本における安全運動の中心的
な役割を担った。なお，初代の中央労働災害防
止協会会長には三村起一が就任している。
全集では主に労務管理，安全衛生教育，作業
環境改善に関することがまとめられているが，

表１　世界の安全衛生名著全集（10巻）

出典： ハワード・バートレイ 著ほか・犬飼（訳）（1954），奥付をもとに筆者が発刊を加筆して作
成した。なお，発刊日は国立国会図書館の検索にて掲載した。
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本書は疲労に関する医学書であり，出版前は「疲
労研究12）」というタイトルであったが，発刊時
には「人間の疲労と障害」というタイトルに変
更されている。
この本が紹介された背景には労働基準法の中

で従業員の健康管理が制定されたのと，第二次
大戦中に行われた科学動員政策において疲労問
題を取り上げた共同実験や国立公衆衛生院で行
われた疲労研究などが影響していると考えられ
る。これらを裏付けるように1952年（昭和27）
の「安全衛生」誌では疲労に関する記事13）が多
く掲載されるようになり，1955年（昭和30）
頃からは労働科学研究所の疲労に関する書籍も
紹介されるようになっている。
原文は1947年（昭和22）に発刊されたバー
トレイの「Fatigue and Impairment in Man14）」
であり，日本安全衛生協会が翻訳権を取得して
翻訳したのであった15）。

当時，バートレイは米国のダートマス医科大
学ダートマス眼科研究所視覚科学研究教授であ

った。同大のシュート（Chute,E.）と一緒に本
書をまとめ，さらに序文はアイビー博士（イリ
ノイ大学シカゴプロフェッショナルカレッジ副学
長）が執筆しているe）。翻訳者は日本安全衛生
協会所員の犬飼健児氏である。犬飼氏は「安全
衛生」誌でも条件反射に関する記事16）を書いて
おり，おそらく医学に関する何らかの知識を有
していた方であったと思われる。念のため原文
と翻訳書の内容を比較してみると原文に沿って
正確に翻訳されているが（図２参照），翻訳版
の方が章ごとに参考文献が整理され見やすくな
っている。

今回紹介する項目
本書の「第18章矛盾と挫折」は，「安全衛生：

1954年（昭和29）８月号17）」誌で一部が紹介さ
れ，おそらく執筆者は犬飼健児氏（翻訳者）と
思われる。このような医学書の中で「矛盾と挫
折」というタイトルは，当時でも興味深かった
ようで，安全衛生の普及誌で取り上げたと考え
られる。そのため本稿では第18章の内容を抜

図２　原文と翻訳版の目次の比較
出典：原文と本書を参考に筆者が作成

（298 ）



47労働の科学　79巻５号　2024年

粋して紹介してみたい（なお，原稿末において
も触れるが，本引用は当時の書籍からそのまま引
いたものであり，心理学，中でも精神分析学を専
門としない方々には少々難解であるのかも知れな
い。ただ，疲労の背景概念として，これから紹介
するような議論が歴史的には展開されている事は
理解しておきたい点ではある）。

＜第18章矛盾と挫折＞
1概要
疲労が矛盾から起こるという断定は，矛盾と

は何か，いかにしてそれは疲労となるかの問題
を提出する。心理学の文献を見ると「矛盾」と
いう言葉が人間の行動を述べるに当たって非常
にいろいろな使われ方をしていることが分か
る。しかし，疲労と矛盾の決定的な関係はほと
んど指摘されてはいない。
ただ少数の者が疲労を特別な場合に限り矛盾

と関係づけているだけである18）。1937年（昭和
12）頃から矛盾の精神的，感情的，産業的，生
理学的（運動神経）研究が盛んに行われるよう
になった。人間の有機体問題に起こるものと関
連している「矛盾」という概念の使い方は比較
的最近のことである。しかし，個体問題に起こ
る矛盾を扱う研究ですら，引照点がしばしば有
機体からその外部的な環境へと前後に動揺して
いる。今日では「挫折」，「不安」は以前に矛盾
という語で区別した状況の共通点を表した方法
となっているように見える。
個体の矛盾に対する実験的研究は非常に希で

あるが，矛盾という，ある概念は色々な行動困
難を説明するのにしばしば使われるようになっ
たのは明らかである。これはほとんどフロイド
とその分析学者の直接的影響から生まれたとい
うこともできるが，人間行動研究に体制的な思
惟を進めることは大勢のおもむく自然の結果で
ある。

2矛盾の意味，その用法
矛盾の定義は，「相反する意欲または傾向の

存在」であるとされる。精神分析学上の用法で
は「相反，撞着する欲望の緊迫から起こるもの
で，無意義的（抑圧された）欲望が意識系に移
行することを強制抑制されたことによって起こ
った苦痛の情緒状態19）」とされている。フロイ
ドは矛盾をイド（無我意識）に共存している相
反傾向の中で，エゴ（自我）の行った強制選択
より生じたと説明している。個体の衝動力が矛
盾という言葉で適切に表現できるという認識
は，フロイドの人格研究に対する最も大きな貢
献だとされている。
マレイの説20）によると，矛盾（欲望の間の）
は同時に共通的な主観的経験であるとしてい
る。矛盾はまた，「欲望とその生就に対する社
会その他の拘束との不一致，または二つの撞着
する欲望，あるいは両立することができない欲
望のくい違いをもっている不快な情緒態勢に特
徴づけられた，精神作用の型」と定義されてい
る。
以上が一般的な用法の特徴で，「矛盾」は，

ある精神作用の型，主観的経験，情緒状態，対
立などを説明していることが分かる。矛盾はま
た一種の行動を指示するとしている。矛盾の研
究は色々な形を取っているが，今まで述べたこ
とで概ね想像できるとされており，それは「主
観的」精神分析学的な分析から，一切を公然行
動観察の犠牲に供する行動主義心理学研究まで
多岐にわたっているといえよう。

3矛盾の分類
⑴精神的，道徳的，社会的な矛盾
精神的矛盾は社会的順応の困難に含まれる矛
盾を指している。その引照点は，ある時は個人
であり，ある時は社会的環境である。その意味
で成人に起こりうる全ての矛盾は少なくとも一
部は社会的なものである21）。いわゆる道徳的矛
盾は，その一要因としては罪の意識をもってい
る矛盾であろう。また，道徳的矛盾は，罪の意
識が予期と現実とを問わず，その属する社会か
らある行動を認められないことから起こる，と
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いう意味では社会的である。矛盾の分類はこの
ように恣意的なものばかりではない。しかしな
がら，特に疲労概念を理解するには有用なもの
とはなってない。全ての矛盾を「道徳的」とは
名付けられないが，おそらく全ての矛盾は精神
的，社会的な矛盾であろう。
⑵組織的矛盾と本能的矛盾
精神分析家のアレキサンダーは，組織的矛盾

と本能的矛盾とを区別している22）。前者は，超
エゴが拒否された時に本能的衝動が起こるもの
としており，一方後者は，そういう過程が能動，
受動というような対立関係で起こることである
としている。これら二つのエゴのどちらか一方
が拒否された場合，矛盾は不可避だとしている。
アレキサンダーはまた第３の矛盾型，「外部的」
矛盾についても言及している。それは外部条件
を基礎におく矛盾である。彼は矛盾の分化が精
神分析学的扱いに重要な意義をもつことを信じ
ている。ある型の矛盾は他の矛盾によって強化
されるので，組織的分化は二重効果を持つもの
と考えている。それは衝動を抑制すること，矛
盾の諸傾向にバランスを得ようとすることで緊
張するとしている。
全く変わった型の矛盾分類として，レヴィン

は1931年三つの一次矛盾状況を「外圧」の空
間図で説明した。三つの型は，①接近・近接，
②接近・回避，③回避・回避，である。第１の
状況は一つの刺激または双方の刺激に対する反
応によって解決されるもの，第２，第３のそれ
は「外圧」から「離脱」することで解決される
ものであるとしている。彼の行った矛盾に関す
る実験研究も多くは矛盾状況であった。
また，マズローは矛盾の四つの型を指摘して

いる23）。第１は単純選択と呼ぶ。重要でない同
じ目標に至るまでの二つの道のどちらかを選ぶ
場合である。第２の型は同じ重要な目標に至る
二つの道を選ぶ場合に起こる。第３の型は二つ
の相異なった決定的な目標のどちらかを選ぶ場
合に起こる脅威的矛盾である。この種の矛盾が
継続すると種々の病的症候を導く。第４の型は

選択を伴わない破局的矛盾としている。

4矛盾と疾病
矛盾は有機体の経験と行動の変化として現れ
る。それはいろいろな影響をもつと考えられて
いる。矛盾の結果として起こり，そのための矛
盾表現でもある疲労はそれらの影響を受けた一
例に過ぎない。疲労に関する考察が我々の主た
る目的ではあるが，矛盾によって起こり得る他
の幾つかの変化について少し考えを進めてみよ
う。
今日多数の器質性疾病の原因及びその病状に
おいては「心身相関」的であると見られている
症状がある。そういう疾病は精神療法を最上と
し，あるいはまた通常医療に精神療法を併用す
ることが最適とされている。いわゆる心神相関
病には胃カイヨウ，結核，心臓ケイレン，ぜん
そく，大腸炎，その他多数がある。種々の心神
相関病が矛盾を心の中に持っていることは共通
である。それらは疲労と同様に，全て矛盾から
起こると言われている。

5挫折
近年，「挫折論」は心理学的思想に大きな意

義を持ってきた。特にローゼンツバイク24）は，
それを有機体見解の明確の表現と考え，理論的
定式化を提唱している。挫折は有機体がその本
質的要求を満たそうとする時に，克服が難しい
妨害物に遭遇する場合は常に起こるという。ロ
ーゼンツバイクは，挫折を軽い欲求から，その
阻止，外傷的経験25）にも至る状態を含む現状と
見ている。
ローゼンツバイクは「挫折に対する反応」を
論じて，個人に対する反応でなく，反応の機制，
または型に関するものであると指摘している。
そして，二つの主な反応には「必要固執」と「エ
ゴ防御」とがあり，前者は挫折について必然に
起こるという。後者はエゴ（自我）が脅かされ
る時に起こり，それらは三つの「主観的反応型」
に分けられるという。その第１は外部懲罰と呼
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び，ここでは挫折を個人外部の原因に帰する。
第２は内部懲罰と呼び，ここでは挫折の原因を
自己に求める。第３は懲罰と呼び，ここでは責
任を回避しようとする企図があり積極性が全く
ないという。こういった反応は全て現存条件に
裏付けられ，人格の発展的傾向（退行と対比して）
を表す限り有害でないとしている。
また，マズローは，上述のような行動は，一

般に挫折に帰せられるべき効果が人格にとって
脅威的剥奪を意味する場合に限り起こると主張
している。そして，これらの概念の理解として
は，①剥奪，②人格に対する脅威の概念，とい
う二つの考え方が単一の挫折概念より有用であ
るとしている。この分析はローゼンツバイクの
「必要固執」と「エゴ防御」の分類とは必ずし
も同じ事を論じているものではない。マズロー
は，尊敬，愛，威信，功績などが剥奪されるこ
とが個人の困難をきたし，挫折の相を現すのは，
そういう場合に限って起こるとしている。

6機序破壊の相
矛盾と挫折に明確な区別をつけることは現在

不可能である。この二つはしばしば同義語的に
使われ，これが種々の引照規準，とくに物質的，
行動的，個人な基準に混乱を起こしている。当
面の問題は疲労が常に，ある種の機序破壊から
生じるということであろう。挫折を矛盾の一種
と見るならば，疲労は挫折から起こり得るより
も矛盾から起こると言った方が正確である。疲
労は矛盾から起こる挫折全貌の一部に過ぎな
い。つまり，挫折は生体内部の矛盾に対する一
切の反応を含むが，矛盾自体は衝突，または系
統干渉自体を代表しているに過ぎない。
挫折の相異る相，与えられた挫折の相を分離

することは必要でもあり可能でもあるが，そう
いう分離は常に人工的である。挫折と言う概念
は，ただ単に，全生体を表現したに過ぎない。
我々は部分間の矛盾を語ることはできるが，そ
の結果は同一体の立場から考察したものでなけ
ればならない。挫折像，すなわち疲労の部分を

形成する体勢もまた当然全生体像の体勢でなけ
ればならない。

おわりに
この章は哲学や心理学に近い内容が記述され
ており，一般的に理解しにくい部分が多々ある
が，人間の葛藤や挫折が疲労につながることを
説明したものだと理解しておきたい。現在，「疲
労」を引き起こす原因には，自律神経（呼吸，
心拍，体温，血液循環，消化吸収）が深く関与し
ていることが解明されており，「疲労」を抑え
るには交感神経（緊張・興奮の神経）と副交感
神経（リラックスの神経）のバランスを整える
ことが効果的だと考えられている。バートレイ
の1947年（昭和22）代は自律神経と疲労に関
する研究が始まったばかりで，さらに脳内の疾
患に関する研究も未発達だったため，自律神経
失調症の原因を矛盾や挫折という言葉を使って
説明したのではないかと考えている。いずれに
せよ，本書は当時の日本における疲労研究に携
わる医学者たちにも参考にされた１冊であり，
大島正光の疲労の研究26）の著書の中でも紹介さ
れている。
今回は「人間の疲労と障害」の中から「第

18章矛盾と挫折」を紹介してきた。今後も引
き続き「世界の安全衛生名著全集」の中から紹
介してみたいと思う。なお，次回は大田垣瑞一
郎の業績を紹介する。

注
a）中央労働災害防止協会編（2011），p.380.
b）世界連邦建設同盟：1945年（昭和20），核兵器を使用した
戦争を二度と繰り返してはならないという科学者，文化人
の提起から世界連邦運動が胎動した。  
出所： https://wfmjapan.com/about_wfm/（2024/８/22ア

クセス）
c）三村起一：東京帝国大学卒業後，住友家に入り住友系各社
の役員を歴任，就任先で熱心に安全運動を推進した。社外
でも産業安全協会を設立するなど，戦前戦後を通じて，日
本の安全衛生水準向上の大きく貢献した。  
出所： https://www.jisha.or.jp/anzen100th/history04.html

（2024/８/22アクセス）
d）蒲生俊文：東京帝国大学卒業後，東京市事務員として勤務。
その後，一時は大蔵省に務めたが，役所務めが肌に合わず，
東京電気（東芝の前身）に入社し，「安全第一協会」の設
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立など戦前，戦後において日本の安全活動に大きく貢献す
る。  
出所： https://www.jniosh.johas.go.jp/publication/mail_

mag/2010/21-3.html（2024/８/22アクセス）
e）ハワード・バートリー：米国の生理学者および心理学者。 
出所： https://www.whonamedit.com/doctor.cfm/2852.

html（2024/８/16アクセス）
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無責任な泉，1986

表紙の写真は銀座２丁目にあったギャラリー
ホワイトアートでの個展で発表した作品です。
1986年のことでした。その１年前には日航ジャ
ンボ機が墜落して大変な事件になりました。バ
ブル景気とかが始まり，何となく落ち着きのな
い不安定で現実主義的な時代でもありました。
そんな中，私は40歳。このギャラリーホワ

イトアートは私を応援してくれて，盛んに展覧
会をしていました。若くそれなりに体力もあり，
材料の木材を２トントラックに満載してアトリ
エにため込んだりもしていました。この作品に
使われている木材はケヤキ，樫，黒檀，パドック
やブビンガなどの堅い木を多用していました。
その頃，アトリエには30種以上の木材があ

りました。それらは色も，臭い，堅さや，弾力
とか削り心地などみな違います。カタチによっ
て，どの木を使うか選ぶこも楽しいと感じてい
たものです。基本的に木材加工は直線的な使い
方が多くなります。もっと曲線を多く使いたい
と思っていたので，縦も横も曲線にするために
はどうしたらいいだろうかと，螺旋をつくるこ
とに腐心をして，この作品になりました。円弧
を切り出して，平面上でつなぎ合わせれば元の
円になってしまいます。そこで少しずつねじり
ながらつなぎ合わせるると，螺旋状になります。
この作品では，中心にある大きな半円柱に沢

山ついている突起と，となりの螺旋形が大きな
要素になっています。写真には写っていません
が，この裏側にも多くの要素が沢山ついていま
す。また，脇にもおまけのように小さなカタチ
が置かれています。写真では見えにくいですが，
下にある台には象眼もあり，平面上の色とカタ

チも加わり，てんこ盛りに要素が詰め込まれ，
にぎやかな作品です。しかもそれらの部分がす
べて取り外せ，組立式になっています。作品を
つくる時はひとりで作業をするものですから，
搬入と展示の時まで，ひとりで完結することを
学生の頃から決めていました。ひと塊のものは
仕方がないとして，自分の体力と能力に合わせ
て物をつくるべきだと考えていたのです。
60歳を超えて体力が落ち，扱える大きさと
重さがかなり限定されるようになってきまし
た。それでも私がつくるものは「カタチ」です。
重量のあるものはそれなりに質感も違います
が，現在は合板を使いながら，軽くするように
努めています。
私の父親も彫刻家でした。二言目には「彫刻
の基本は具象だ」，「抽象をつくるヤツは具象が
できないから基本がなっていない」といいなが
ら裸婦を生涯つくり続けていました。たしかに
私は具象的な裸婦をつくることはできません
が，芸術の基本は想像力だと私は考えています。
最近は世の中も不景気で作品が売れることも
なくなりました。世界全体に不安が拡がり，抽
象的洞察ではなく，より具体的で直感的なこと
に関心を求める傾向が目立ちます。だけど芸術
は抽象的で不確定なことでできていて，社会に
も抽象性も不可欠な要素だと考えていていま
す。昔も今も私は同じ考えで暮らしています。

すがぬま　ろく
彫刻家，「まちてくギャラリー」企画人

最近は，軽い合板を材料に単純なカタチをつくり，アクリル絵の具
で彩色。写真は2022年に自宅作業場で構成の試行をした時の一部
分。

自由と想像
彫刻に向かって

17

菅沼　綠
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焼きそばと人間国宝
2023年（令和５年）７月21日，
あらたな重要無形文化財「歌舞伎
脇役」保持者の各個認定，いわゆ
る人間国宝が誕生した。五代目中
村歌六（1950～）。「歌舞伎脇役」
の人間国宝としては６人目であ
る。舞台ではそれぞれの役が役割
を果たす必要があり，そのために
俳優の技術がある。「歌舞伎脇役」
はそのひとつである。認定に先立
っての記者会見では，電話連絡が
きた時に夕食のソース焼きそばを
調理中で投入したばかりのもやし
の状態が気になったこと，居合わ
せた家族が大号泣したことをにこ
やかに語っていた。同年９月に国
立劇場大劇場（東京・千代田区）
で開催された第39回俳優祭では，
模擬店で焼きそばの販売コーナー
を担当した歌六のもとへお祝いを
伝えようとする人たちが殺到し
た。

日々精進
五代目歌六は，二代目中村歌昇

（1925～1973，四代目中村歌六 
追贈）の長男として1950年（昭
和25年）に生まれる。弟は三代
目中村又五郎（1956～）。長男は
五代目中村米吉（1993～）。屋号
は播磨屋。
初舞台は５歳。祖父の三代目中
村時蔵（1895～1959）は，初孫
であった歌六（当時は四代目米吉）
を大変にかわいがり，臨終の際に
も気にかけていたという。父の二
代目歌昇は病いによって早くに歌

舞伎俳優を廃業したため，歌舞伎
の芸の師匠は祖父の弟である十七
代目中村勘三郎（1909～1988）
であった。幼少期から続く稽古ご
とに加えて，高校卒業後には浅利
慶太氏の許可で劇団四季にも通い
歌やバレエのレッスンを受けた。
歌六を五代目として襲名したの

は1981年（昭和56年）。主に三代
目市川猿之助のちの二代目市川猿
翁（1939～2023）が主演する興
行に座組し，スーパー歌舞伎，復
活狂言などで役を担ってきた。ス
ーパー歌舞伎１作目の『ヤマトタ
ケル』で演じたタケヒコの衣装に
は，歌六の定紋である揚羽蝶が描
かれ，演じる俳優が変わってもな
お引き継がれている。50歳代半
ばからはさらに様々な座組で堅実
に向き合い，近年では二代目中村
吉右衛門（1944～2021）の舞台
で脇を務めてきた。
芸への実直さが役に染み込み，

まなざしと目元が変化し，科白が
粒だって耳に入り込み思考に届
く。近年の代表作としては『伊賀
越道中双六』の雲助平作，『梶原
平三誉石切』の六郎太夫，『松浦
の太鼓』室井其角など。2018年
10月の歌舞伎座『助六曲輪初花
桜』の髭の意休も忘れられない。
『風の谷のナウシカ』のヴ王，『フ
ァイナルファンタジーⅩ』のシド
といった新作でも慎みと威厳をま
とい，挑戦する若手を支える。

小川家と播磨屋
“中村歌六”の始まりは江戸時

代にさかのぼる。初代歌六（1779
～1859）は，大坂三井の番頭の
子として生まれ，播磨屋作兵衛の
養子となる。屋号はここからきて
いる。のちに三代目中村歌右衛門
（1778～1838）の門下となり，
女方として上方や江戸で人気の歌
舞伎俳優となる。
播磨屋の歴史で鍵になるのは三

代目歌六（1849～1919），初代
の三男である。初代中村米吉，初
代中村梅枝，初代中村時蔵と名を
変えて最後に歌六を名乗った。三
代目歌六は脇の役者として幅広く
役をこなしていく。現在の播磨屋
の芸のルーツである。実子に，初
代中村吉右衛門（1886～1954），
五代目歌六の祖父である三代目時
蔵，十七代目勘三郎。吉右衛門と
時蔵の母と，勘三郎の母とは異な
る。本名では，初代吉右衛門と十
七代目勘三郎は父親の姓“波野”
を，三代目時蔵は母親の姓“小川”
を名乗った。
三代目時蔵は子どもが多かっ

た。長男が五代目歌六の父の二代
目歌昇，次男に四代目中村時蔵
（1927～1962），三男が初代中村
獅童（1929～2008）。四男に萬
屋錦之介（1932～1997），五男
に中村嘉葎雄（1938～）。いま，
長男，次男，三男の子，孫が芸の
修練によって歌舞伎の舞台で存在
感を示している。1971年（昭和
46年）に小川家の俳優は屋号を
萬屋に変えて新たな一門を興した
が，2010年（平成22年）に歌六
と又五郎の兄弟は播磨屋に復帰

歌舞伎で生きる人たち　その廿四̶啐啄同時
湯淺　晶子
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し，二代目吉右衛門とともにあり
続けた。よって，現在の小川家は
播磨屋と萬屋とに分かれる。それ
ぞれの紋には蝶の文様が用いられ
ている。

名作にスパイス
歌六が取り組んできた役は，よ
い匙加減で話の折れをつくる人物
が多く，のちに記憶の中でふっと
浮かび上がる瞬間がある。二代目
吉右衛門とともにつくりあげてき
た至宝の舞台のひとつに『一谷嫩
軍記～熊谷陣屋』がある。第五期
歌舞伎座の新開場の記念すべき最
初の月にもかけられた。『一谷嫩

軍記』は，1751年（宝暦元年）
に人形浄瑠璃として上演されたの
が始まりである。五段ある中の三
段目にあたるのが『熊谷陣屋』で，
時代物，義太夫狂言の名作である。
吉右衛門が演じる熊谷次郎直実は
源氏の武将で，彼の陣屋に植わる
桜には武蔵坊弁慶が筆をとった
「一枝（いっし）を盗むものは，
一指（いっし）を切り落とす」と
ある制札が立てられていた。熊谷
は敵方の平敦盛を討ち，主である
義経に首を差し出す。その場には
熊谷の妻の相模，敦盛の母であり
熊谷夫婦にとって恩ある藤の方も
いる。首桶が開けられ，彼女らは
その首が敦盛ではなく熊谷の子の
小次郎であることを知る。義経は
首実検をした上で敦盛の首とし，
受け取る。熊谷は制札から実父が
後白河法皇で皇統である敦盛を助
けるように義経に命じられている
と悟り，歳の近いわが子を犠牲に
して敦盛の身代わりにしたのだ。
梶原景高は，義経が敦盛を助けた
ことに気づいて鎌倉の頼朝のもと
へ走ろうとするが，飛んできた石
のみが刺さって死ぬ。投げたのは
白毫の弥陀六。義経は，その場を
静かに離れようとする石屋の弥陀
六がかつて幼い自分を助けた平家
の侍である弥平兵衛宗清と見抜
く。弥陀六は義経を助けたばかり
に平家が滅亡したことを強く悔い
ている。義経に託され弥陀六は鎧
櫃に入った敦盛を背負う。一方，
忠義のために大切なわが子を失っ
た熊谷は世の無常と嘆きによって

出家を決意する。「今ははや何思
うことなかりけり，弥陀の御国へ
行く身なりせば，はあ十六年はひ
と昔，夢だ，ああぁぁ，夢だ」丸
めた頭を抱えて座り込み，そして
花道を走り去って幕となる。
歌六は，五代目富十郎（1929

～2011），四代目左團次（1940
～2023），四代目段四郎（1946
～2023）に続く弥陀六役者であ
る。今となっては歌六にしか後進
に指導できないものがある。大切
な人なのである。「一生修行，毎
日初日，という精神の上で真摯に
舞台を務めていくのがわたしにで
きること」。どの役も彼の方だか
らこその味わい深さとにおいがあ
り，それを同じ時代に生きて感じ
られることを幸せに思う。

主な参考文献
1『かぶき手帖 2023年版』公益財団法
人日本俳優協会・松竹株式会社・一般
社団法人伝統歌舞伎保存会編集・発行，
2023年１月

2『杮葺落四月大歌舞伎』筋書，歌舞伎座，
平成25年４月

3『二月大歌舞伎』筋書，歌舞伎座，平
成31年２月

4「歌舞伎 on the Web」―「歌舞伎演目案
内」―「熊谷陣屋」  
https://enmokudb.kabuki .ne. jp/
repertoire/313/

5歌舞伎公式総合サイト『歌舞伎美人』，
松竹株式会社運営  
http://www.kabuki-bito.jp/

6歌舞伎役者 中村歌六・米吉オフィシ
ャルサイト  
http://ka6-yone-ryu.com/

ゆあさ あきこ
東京女子医科大学看護学部 講師
大原記念労働科学研究所　特別研究員

一谷嫩軍記～熊谷陣屋
作　並木宗輔，浅田一鳥ら

出演　五代目中村歌六

写真　�舞台「一谷嫩軍記～熊谷陣
屋」で白毫の弥陀六実は弥
平兵衛宗清を演じる中村歌
六（2012年３月，京都南座）
©松竹株式会社
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ブックスブックス

森鷗外（林太郎）の人生は軍医，
作家，啓蒙家という３面の顔を持
ち，数多くの作品や業績を残すこ
とができたのは並外れた集中力と
短眠者だったのである。だが，軍
医鷗外は海軍で採用した麦食で脚
気患者が激減したのにも関わら
ず，米食に拘り続けた結果，日露
戦争では多くの脚気患者を出して
しまう。本書では明治時代の医学
の変遷を踏まえ当時，鷗外の立場
では麦食への転換は難しかっただ
ろうという。著者は海堂尊（作家・
医師・医学博士）氏で，これまで
「奏鳴曲 北里と鷗外」，「よみがえ
る天才７ 北里柴三郎」などを執
筆されており，医師の立場から森
鷗外に焦点を当てた１冊である。
森家は代々，石見国津和藩（島
根県）主の侍医であったが祖祖父
の代に家政の不始末から閉門の処
分を受け身分が降格された。母・
峰子にとって森家の再建は宿願で
あり，鷗外は生まれながらにして
医師になることが宿命づけられて
いた。少年から東大医学部時代ま
では神童と名を馳せ，教科書を翻
訳できるほどドイツ語が堪能で卒
業後は陸軍の軍医となる。鷗外の
大きな転機となったのがドイツ留
学であり，帰国後は陸軍で衛生学
を定着させると伴にハルトマンの
美学（西洋的価値観）を日本に移
植しようとした。「舞姫」，「うた
かたの記」，「文づかひ」は留学体
験などを交えて書き上げ，後にス
バルから発表した「ヰタ・セクス
アリス」は恋愛や性をテーマにし

たものであったが，問題小説とし
て発禁処分を受けている。その一
方で鷗外は「筋」や「大義」を重
視するところがあり，多彩な分野
で論争として発露することがあっ
た。脚気論争では石黒忠悳（森の
上司）は「体内有機体病因論」を
主張すると伴に緒方正規（東大）
の「脚気菌発見」を支持する。さ
らに石黒は海軍や部下から提案が
あった麦食採用を完全に無視し
た。陸軍の面子，派閥，エリート
意識と言ったところが見え隠れす
る。海軍では脚気患者が激減する
が，高木兼寛（海軍医）が主張し
た「炭素二素不均衝説」は学問的
には間違っていた。鷗外は脚気と
麦食の因果関係が科学的に実証さ
れない異説には賛同できず，陸軍
の面子もあることから，医学者の
顔を捨てて陸軍総監の立場に徹す
るのであった。だが，明治天皇が
崩御した際に，乃木希典夫妻が殉
死したことに言及した「興津弥五
右衛門の遺書」，「阿部一族」，大
逆事件をモチーフとした「沈黙の
塔」や「食堂」は鷗外としての受
け止め方を小説で表現している。
鷗外は亡くなる３日前に旧友で

ある賀古鶴所（医師）を呼び，遺
言書を代筆させ，そこにはあらゆ
る肩書を外し一人の人間として死
にたいという思いが込められてい
た。そして，死の床で「馬鹿馬鹿
しい」とうわごとを言ったという。
文京区の森鷗外記念館に行ってみ
ると夏目漱石，芥川龍之介，太宰
治，三島由紀夫，与謝野晶子，松

本清張など鷗外に影響を受けた多
数の作家がいることが分かる。私
たち日本人の根底にはおそらく鷗
外が求めていた「美学」がしっか
り根付いているのではないかと思
えてくる。

鷗外が追求した「美の世界」
椎名　和仁

よみがえる天才８　森鷗外
海堂　尊　著

しいな　かずひと
住友電設株式会社　
情報通信システム事業部

海堂　尊　著
筑摩書房，2022年４月，新書判，  
2022年４月，285頁，1,012円（税込み）

（308 ）
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介護保険サービス利用者の生きがい就業における金銭的対価の意義
永井邦明，原田瞬，川㟢一平，住川佳南枝，森本誠司，小川敬之，小川芳徳

本研究は，生きがい就業における金銭的対価が，介護保険サービス利用者の生きがいにどのように寄与しているか
を調査したものである。研究の結果，金銭的対価は，「対象となる活動を『仕事』であると認識する」「自信と責任を
持って活動を行う」「良いストレスを得る」「主体的な試行錯誤によって得た釦識や技術を継承する」「生活行為の範
囲を拡大する」「自己の行った活動を振り返り，成果を認識する」「社会からの注目を受けて，社会性を発揮する」と
いう種々の現象を誘発していることが明らかとなり，人生の意味付けにおける自己充足の側面および，公共善の達成
の側面の双方から利用者の生きがいに肯定的な影響を与えていることが示唆された。

家業である歌舞伎俳優を継ぐ者たちにとっての健康：探索的ならびに質的記述的研究
湯淺晶子

質的記述的研究を用いて，伝統歌舞伎の技芸継承の中心的存在といえる，家業である歌舞伎俳優を継いでいる人た
ちにとっての健康について明らかにした。研究参加者３名に半構成的インタビューを実施した結果，５つのカテゴリ
「舞台に立ち続けることで無意識のうちに健康をとらえる」「その時に得られている健康状態で舞台に立ち客に尽くす」
「生まれてから死ぬまで歌舞伎俳優であり続ける」「舞台に応じて自分を整える」「自己管理によって健康を成り立　
たせる」が抽出され，家業である歌舞伎俳優を継いでいる人たちにとっての健康とは，＜歌舞伎俳優として，舞台に
立つこと，舞台に立ち続けること＞であることがわかった。歌舞伎俳優の「健康」言説を明らかにし，さらには歌舞
伎俳優が受け入れやすくなる産業安全保健の考え方を検討していく必要があることが示唆された。

B5判  年2回刊　97巻1号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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大工職の建設作業者のハザード知覚スキル獲得プロセスに関する探索的検討
高橋明子，三品誠

ハザード知覚スキルの獲得プロセスを分析するため，ベテランの大工職の建設作業者へインタビュー調査を行い
M-GTAにより分析した。その結果11カテゴリーグループ，37カテゴリー，73概念が生成され，ハザード知覚獲
得プロセスは３つの時期に分かれた。初心者期はハザードの知識不足，ハザード・周囲への注意不足，ハザードの低
いリスク評価が見られた。初心者からベテランへの移行期は作業者の心理的変化と事故・ハザードの経験がハザード
知覚スキル獲得や注視対象のパターン化を促進した。

通所介護事業所における生きがい就業支援の実態～具体的な支援の方法に焦点を当てて～
永井邦明，川㟢一平，原田瞬，佐川佳南枝，森本誠司，小川敬之，小川芳徳

通所介護事業所における生きがい就業支援の実態をマイクロ・エスノグラフィーの手法を用いて調査した結果，通
所介護事業所の内部では，利用者及び職員の【A生きがい就業に対する理解の促進】や【B利用者が活躍できる環境
づくり】，【Cボランティアが活躍できる環境づくり】が生きがい就業の成立に重要な役割を果たしていることが示唆
された。また，事業所と外部の連携にあたっては，【D近しい地域ネットワークの活用】と【Eコンサルティングの活
用】という手段を用いて潜在的な協力企業を探索し，各ステークホルダーと連携しながら【F商品開発を行うにあた
っての工夫】をすることで支援体制の構築を進めていることが明らかとなった。

B5判  年2回刊　97巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援する意義 
―通所介護事業所の所長が支援を始めるまでのライフストーリーの分析から―
永井邦明，川﨑一平，原田瞬，佐川佳南枝，森本誠司，小川敬之，田端重樹，小川芳徳

本研究は，介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援している実務家が，どのような経験を経て，利用者の生
きがい就業に対する支援が必要と思うに至ったのかを研究対象者の経験を重視したライフストーリーという観点から
明らかにし，生きがい就業を支援する意義について考察すること目的とした。生きがい就業の支援を導入した経験を
持つ，通所介護事業所の所長にインタビューを行い，ライフストーリーを構築した。分析を行った結果，利用者の見
えにくい主体性の排除という介護現場の抱える課題が明らかとなり，介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援
することには，介護を受けるものが働く場面における見えにくい主体性の否定によって，働く機会を得ることが困難
な利用者を支援するという意味があることが示唆された。

電産賃金体系「能力給」に関する一考察 ―能力給のあがり方・きめ方を中心に―
山口陽一郎

「電産型賃金体系」は，「生活給賃金体系の典型」といわれ，戦後日本における年功給の出発点として高く評価され
ている。しかし，電産賃金体系は，「生活保証給」と「能力給」による依存型体系である。すなわち，能力給の活用
を当初から意図して構想した体系系であった。月例賃金の約80％を生活保証給などが占める平均的構成割合のみを
もって，生活給賃金体系の典型であるとみなす通説的な見解が定着したように思われてならない。
実証的な検討・分析に基づき，電産貨金体系における能力給の重要性に注目しつつ，本稿では能力給が労働者の賃
金を剌激し，労働者の昇進を動機づける機能を十分にもっていたことを明らかにする。

B5判  年2回刊　98巻1号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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精神障害者が一般就労移行につながるための就労継続支援B型事業所における支援過程
大原さやか，落合亮太，大島巖

就労継続支援B型事業所に通所する精神障害者のうち「移行滞留型」の利用者が希望する一般就労につなげる効果
的な支援過程を明らかにすることを目的とする。B型事業所管理者12名に対する半構造化面接を実施し，修正版グ
ラウンデッド・セオリー・アプローチの手法を用いて分析した。その結果，一般就労につながる６段階＜通所意思を
確認する＞，＜作業を通じて生身の利用者像を把握する＞，＜成長に寄り添う＞，＜通所安定を成長と見る＞，＜就
労を意識づけ，つなげる＞，＜就労継続を支える＞の支援過程が抽出された。
本研究より，移行滞留型の利用者の様相と，個別支援援計画の活用とストレングス・モデルに依拠した支援の重要
性が示唆された。

小規模事業所におけるトラックドライバーの労働環境・健康管理の実態調査
永峰大輝，仙波京子，石井賢治，石川智，竹内由利子，北島洋樹，野原理子，酒井一博

近年，トラックドライバーの労働環境と健康が問題となっている。トラックドライバーを対象とした従来の調査で
は，事業所の規摸別の分析は行われておらず，全体像をとらえた分析が行われていた。本研究では30名以下の従業
員で構成される事業所で働くトラックドライバーを対象に，労働環境と健康管理についてWeb調査を実施した。そ
の結果，小規模事業所で働くトラックドライバーの労働環境が健康に与える影響は少ないものと考えられた。健康診
断に関する項目では，個人事業主は健康診断を受診している人が少なく，事業規模が小さいほど健康診断の制度がな
いところが多かった。健康診断の受診と制度について，対策の必要性が示唆された。

B5判  年2回刊　98巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）

（312 ）



61

勞働科學のページ
THE JOURNAL OF SCIENCE OF LABOUR

労働の科学　79巻５号　2024年

『勞働科學』99巻１号掲載論文抄録

　訪問看護ステーションに所属する専門職の離職率低減に関する検討 
ワーク・エンゲイジメントと仕事の資源に着目して

恵濃雄一，永井邦明，石原俊彦

本研究では，離職意思に影響を与えるワーク・エンゲイジメントに焦点を当て，ワーク・エンゲイジメントの高い
職員が認識している仕事の資源の特徴を明らかにした。また，この結果を基に離職率低減に向けた課題と対策につい
て考察を行った。研究対象者は，訪問看護ステーションに勤務する保健師・看護師，理学療法士・作業療法士の64
名であった。研究対象者を全対象者，30歳代以下，40歳代以上，専門職経験年数９年以下・10年以上，保健師・
看護師，理学療法士・作業療法士ごとに日本語版ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメントの点が平均値よりも高い群
と低い群に分類し，対象者らが認識する仕事の資源の各項目を比較した。研究の結果，全対象者ではワーク・エンゲ
イジメントの高い者で，作業レベル，部署レベル，事業場レベルのほぼすべての項目が有意に高く，焦点を絞らない
全般的な対策を要することが示唆された。
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　経済連携協定で来日した外国人介護福祉士候補者と受け入れ施設の歩み寄り
川崎一平，永井邦明

本研究では，外国人介護福祉士候補者と受け入れ施設の間で発生する諸問題および問題解決方法を明らかにした。
対象は，関東圏の３施設９名の外国人介護福祉士とその候補者及び，日本人６名であった。就労上の問題をアンケー
トによって聴取し，問題解決方法の詳細を明らかにするためのインタビューを行った。分析の結果，13個の諸問題
とその対処方法が明らかとなった。問題の多くはイスラム教徒に関連するものであり，対処の方法では少なくとも一
方が自身の行動を変容させ，妥協点を探り合う姿勢が確認された。問題に対処する過程では，双方が就労現場の実際
を理解したうえで，お互いの事情と尊厳を尊重し，補完し合うことで歩み寄っていた。

病院看護師におけるワーク・ファミリー・コンフリクト 
および看護実践環境とプレゼンティーズムとの関連

小野郁美，三木明子，山海知子

病院看護師1,418名を対象に，SPSとWFunを用いて，健康問題により労働力が低下している状態であるプレゼ
ンティーズムを測定し，ワーク・ファミリー・コンフリクトと看護実践環境との関連について検討した。その結果，
病院看護師のプレゼンティーズム対策としては，仕事と家庭の両立が図れるような制度の充実と，活用できる職場環
境づくりや人員の適正配置，業務の分担，効率化を図ること，看護管理者からの支援的な対応や看護師の働きを認め
る姿勢が必要であると示唆された。

B5判  年2回刊　99巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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〈
ろ
う
け
ん
川
柳

　評
〉

先
日
大
阪
を
旅
し
た
時
、道
頓
堀
で
岸
本
水
府
の「
頰

冠
り
の
な
か
に
日
本
一
の
顔
」
と
い
う
句
碑
に
出
会
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
初
代
中
村
鴈
次
郎
が『
心
中
天
網
島
』

の
花
道
で
頰
冠
り
を
し
て
佇
む
美
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の

だ
そ
う
で
す
。
水
府
は
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け

て
活
躍
し
た
川
柳
作
家
で
、
多
く
の
名
言
を
残
し
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
「
川
柳
上
達
の
コ
ツ
は
多
読
多
作
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ろ
う
け

ん
川
柳
」
投
句
者
の
み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
肝
に
銘
じ
て

く
だ
さ
い
。

さ
て
、（
気
の
弱
い
高
齢
者
さ
ん
）、
思
わ
ず
う
な
ず

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
所
に
も
週
１
度
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
が
、
前
の
日
に
は
せ
っ
せ
と
家

の
中
を
片
づ
け
て
い
ま
す
。（
優
男
の
美
学
さ
ん
）、
胸

を
張
っ
て
平
和
の
大
切
さ
を
語
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
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①
作
品
は
一
回
に
つ
き
三
句
ま
で
。
も
ち
ろ
ん
一
句
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

②
締
切
り
は
当
面
は
随
時
と
し
ま
す
。

③
応
募
はFA

X

（03

―6447

―1436

）
か
、
メ
ー
ル

（y.nagata@
isl.or.jp

）
で
お
願
い
し
ま
す
。

④
応
募
時
に
、
ご
連
絡
先
、
ご
所
属
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

ご
希
望
な
ら
そ
の
旨
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
掲
載
は
編
集
部
人
選
の
選
考
会
議
で
決
定
し
ま
す
。

⑥
年
間
を
通
じ
て
優
秀
作
品
を
発
表
、
賞
品
等
に
つ
い

て
は
現
在
検
討
中
で
す
。
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次号（６月号：７9巻６号）予定

〇前号に引き続き研究所のOBのみなさんの「聞
き書き」をお届けします。掲載にあたり校正のお
願いなど書簡や電話のやり取りにはその度に背筋
が伸びる思いがしました。時代の荒波に抗しなが
ら新しい地平を模索し続けてこられた労研OBの
方々の言葉を紹介する企画が実現できたことにあ
らためて感謝します。読んでいて思わずほっこり
した気持ちになるエピソードも満載です。どうぞ
ゆっくり読んでみてください。
〇「ILOインド南アジア産業安全保健通信」は毎
回インドより原稿が届きます。と言っても今の時
代，不思議がることではないのでしょうが，超ア
ナログ人間を自認する編集子にとっては筆者から
メールが届くたびインドの風を感じるのです。イ
ンドで働く人たちの安全衛生向上をはじめとする
職場環境改善活動にエールを送ります。
〇熱中症予防の取り組みをシリーズで掲載するこ
とになり，今号は造船業における熱中症対策です。
発行がずれているため季節感がそぐわないという
お叱りの声を承知でひとこと言わせてください。
「1年を通じて熱中症のことを考えていきます」。
この図々しさに呆れられた読者のみなさん，心の
声をぜひ「ろうけん川柳」にお寄せください。 （N）

［ 編集雑記 ］

〇本誌購読ご希望の方は
　直接下記あてにご予約くださるのが便利です。
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建設現場に共通した安全で健康な建設仕事の
進め方のポイントを丁寧に解説し、

現場の状況に合わせて取り組める改善アクションを提案

建設現場の
作業改善チェックポイント
Work Improvement　For Small Construction Sites

シリーズ最新刊！ 全頁カラー

発行●国際労働機関（ILO）　編集●川上剛（Tsuyoshi Kawakami）
協力●全国建設労働組合総連合東京都連合会

＜訳＞仲尾豊樹　小木和孝　佐野友美

図書コード ISBN 978-4-89760-338-4  C 3047
A4判136 頁 　定価1,980 円 ( 税込み）

■医療職場の人間工学チェックポイント
人類働態学会編集　A4判　定価1,980 円（税込み）

■人間工学チェックポイント 第２版
ILO 編集　A4判　定価 2,750 円（税込み）

■職場ストレス予防チェックポイント
ILO 編集　A4判　定価 1,320 円（税込み）

■これでできる参加型職場環境改善
カイ・川上・小木著　B5判　定価 1,320 円（税込み）

好評既刊！ 全頁カラー

〔
構
成
〕

建
設
現
場
の
計
画
と
レ
イ
ア
ウ
ト

高
所
作
業

機
器
と
電
気
の
安
全
な
使
用

資
材
の
取
り
扱
い
と
保
管

作
業
場
環
境

福
利
設
備

作
業
編
成
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他
の
安
全
な
作
業
手
順

〔
資
料
〕

建
設
現
場
改
善
活
動
の
手
引
き

雑誌コード　09727-5


